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1. 製品概要 

1.1. 製品の特徴 

① 次世代ＢＣＲ 

・接触読取り不可（最低 4cm 離す必要あり） 

・超小型形状 

・低消費電力 

② 表示 

・マルチフォント対応（6/8/10 ドット系フォント） 

③ 高速通信機能 

・ＩｒＤＡ Ver.1.1 準拠を搭載し、4Mbps の通信速度を実現 

④ 大容量メモリ 

・メインＲＡＭ ２ＭＢ 

・Ｆｌａｓｈ ＲＯＭにデータ（アプリケーション）の格納可能 

⑤ コンパクトサイズ 

・サイズ 40<54.4>（幅）×139.4(奥行き)×24.4<34.4>(高さ)mm 

  <>内は表示部、突起部を含まず 

・重量 １７０ｇ 

⑥ 保守機能の向上 

・従来のパッチシステムに加え、ＯＳ自動書換え機能を追加 

 業務アプリケーションに組み込むことで、特殊な操作なしにＯＳを書き換えることが可能 
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1.2. 製品の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ＜正面＞         ＜裏面＞ 

 

 

 

 

■高性能小型レーザスキャナ ■モノクロディスプレイ     ■バックライト 

■ＩｒＤＡ 1.1 準拠 Ｉｒインタフェース ■ＪＩＳ防沫２級準拠     ■メモリバックアップ 

■１．５ｍ落下耐久 ■小型軽量 



DT-300 ソフトウェア解説書                                                            

6 

 

1.3. ソフトウェア構成 

1.3.1. ソフトウェア一覧 

■本体ソフトウェア 

分類 ファイル名 内容 

BIOS1DEF.H ＢＩＯＳジャンプテーブル定義ファイル 

BIOS1MAC.H ＢＩＯＳファンクションコールマクロ定義ファイル 

CMNDEF.H ＢＩＯＳデータ／構造体定義ファイル 

AP_START.OBJ スタートアップ 

AP_INIT.OBJ アプリケーション初期化 

CONFIG.HTS システム環境設定ファイル 

PATCH001.LOD ＯＳ／ＢＩＯＳ機能拡張用パッチファイル 

HIOLIB.LIB HIO プロトコルライブラリ 

HIOLIB.H HIO プロトコル定義ファイル 

KJ_CNVRT.EXE 漢字コード変換 

SUBMK.EXE セクション先頭アドレス補正 

ＡＰ開発 

APCNVY.EXE AP ロード用コンバータ 

APSMP.C 

APSMP.MOT 

APSMP.MAP 

APSMP.LOD 

APSMP.MAK 

APSMP.SUB 

サンプルアプリケーション 

CONFIG.PAS 代理店ＩＤ設定ファイル 

CONFIG.ID 機器ＩＤ設定ファイル 

CONFIG.HIO 高速 IO システム用スクリプトファイル 

SMP_KEY.C 文字列入力サンプルソース 

サンプル 

ASTART.HTS 自動実行プログラム設定ファイル 

 

■周辺ソフトウェア 

分類 内容 対応機種 備考 

ＳＨ－Ｃコンパイラ 

ＳＨ－Ｃ標準ライブラリ 

ライブラリアン 

Ｈシリーズリンケージ・エディタ 

ユーザＡＰ開発 

（ＳＨ－Ｃ） 

オブジェクト・コンバータ 

ＡＴ互換機 ＯＳ環境等は、 

日立 SH-C コンパイラ仕様書

を参照してください。 
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1.3.2. ソフトウェア構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
システム 

 

BIOS 
OS (μiTRON) 拡張 SVC

ユーザアプリケーション

タスク 

  

Ｃライブ

ラリ 

OS/BIOS 

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
タ
ス
ク

Ｃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ 

割
込
み
ハ
ン
ド
ラ

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア 



DT-300 ソフトウェア解説書                                                            

8 

 

1.3.3. メモリマップ 

（１） 全体図①＜標準モデル（Ｍ３０）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AREA0   FROM 

AREA1 

AREA2 

AREA3 

AREA4 

AREA5 

AREA6 

AREA7 

AREA0 

AREA1 MAIN RAM 

AREA2 

AREA3 

AREA4   FROM 

AREA5 

AREA6 

AREA7 

00000000H 

01000000H 

02000000H 

03000000H 

04000000H 

05000000H 

06000000H 

07000000H 

08000000H 

09000000H 

0A000000H 

0B000000H 

0C000000H 

0D000000H 

0E000000H 

0F000000H 

0FFFFFFFH 

 Address 
ＳＨマイコンメモリマップ
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（２） 全体図②＜メモリ拡張モデル（Ｍ６０）＞ 
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AREA3   FROM 
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（３） MAIN RAM 

システムのワーク、ユーザアプリケーション格納領域、ファイル領域等に使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(※1) アプリケーション領域およびファイルデータ領域の大きさは、変更可能です。 

システムロード時、ユーザアプリケーション、および、ファイル領域はクリアされる場合が

あります。 

ＡＰ情報領域  ：アプリケーションのファイル情報およびＳＵＭが格納されています。 

メモリチェック領域 ：ＲＡＭ破壊を検出するためのチェック文字列が格納されています。 

 

 AP 情報領域 

ユーザアプリケーシ

ョン領域 

 メモリデータ領域

 ファイルデータ 

領域 

 (RAM ドライブ) 

 

 Ａドライブ 

09000000H 

ファイル格納領域です。 (※1) 

  （デフォルト：1.39MB） 

 

 

 

Address 

 
091FFFFFH 

09048000H 

09048030H 

メモリチェック領域

システムで使用するワークエリアです。 

ユーザのアプリケーションがロードされる領域です。（※1）

  （デフォルト：336KB） 

メモリブロックの取得等で使用されます。（16KB） 
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（４） FROM ドライブ①＜標準モデル（Ｍ３０）＞ 

商品マスタファイル等、書き換えが頻繁に発生しないファイル、バックアップ用ファイル等を格納す

るために使用します。 

Flash ROM は、ドライブＢとしてアクセスできます。 

Flash ROM の特性上、頻繁に書き換えが発生するようなファイルには適しません。 
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           C028000H 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイルデータ領域

 

 

B ドライブ  
ファイル格納領域です。 

  （1.42MB） 

 

 

Address 

KCG 

システムで使用するワークエリアです。 

フォントデータです。 
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（５）FROM ドライブ②＜FROM 増設モデル（Ｍ６０）＞ 

Flash ROM は、ドライブＢとしてアクセスできます。 

Flash ROM の特性上、頻繁に書き換えが発生するようなファイルには適しません。 

 

 

 

 

          B000000H 

 

 

 

                                           

 

 

 

 

 

          B012000H 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          B020000H 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KCG 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイルデータ領域

  （B ドライブ） 

Address 

システムで使用するワークエリアです。 

フォントデータです。 

ファイル格納領域です。 

        （5.9MB） 
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2. 基本機能 

2.1. 電源部 

2.1.1. 電源 ON 

（１） 電源 ON 概要 

電源 ON 要因 条  件 立上げ種別 

ＩＮＩＴスイッチ 電源が OFF のときに、INIT スイッチを押して離します リセット立上げ 

電源キー 電源が OFF のときに、電源キーを一定時間押します レジューム ON/OFF 

(システム設定に依存)

ＩＯＢＯＸ接続 次の条件を満足している時 

・IOBOX 接続による電源 ON が許可されている 

上記条件を満足していない場合は電源 OFF します 

レジューム ON/OFF 

(システム設定に依存)

読取りキー 次の条件を満足している時 

・読取りキーによる電源 ON が許可されている 

上記条件を満足していない場合は電源 OFF します 

レジューム ON/OFF 

(システム設定に依存)

 

（２） 電源 ON の種類と動作 

① リセット立上げ 

リセット立上げは、ＩＮＩＴスイッチを押して立上げた場合に行います。 

システム（動作環境）メニューが起動します。 

② レジューム OFF 立上げ 

以下の条件の場合、レジュームＯＦＦ立上げになります。 

・特殊キー立上げでレジュームＯＦＦ立上げを行った場合 

・特殊キー立上げ処理を実行せずにキャンセルした場合 

・システム設定がレジュームＯＦＦの時、電源キー立上げを行った場合 

ただし、主電池なし／電池蓋外し／ＡＰＯで電源ＯＦＦした場合の次回立上げは、レジュームＯＮ立上

げとなります。 

③ レジューム ON 立上げ 

システム設定がレジュームＯＮの場合行われます。 

前回電源ＯＦＦしたポイントから実行します。 

 

エリアの初期化 

No 処理 リセット レジューム

OFF 

レジューム

ON 

備考 

1 ＢＩＯＳデータの初期化 ○ ○ ×  

2 オープン中ファイルの 

クローズ 

○ ○ ×  

3 パッチエリアの初期化 ○ ○ ×  

4 システムデータの初期化 ○ × × dat_system 関数で設定されるエ

リアです 

5 日付時刻の初期化 × × ×  

6 Ａ、Ｂドライブ初期化 

（注１） 

× × × 未フォーマット状態を検出した

時、フォーマットを促す画面を表

示します 

7 ＩＤエリアの初期化 × × ×  

○：初期化を行ないます 

×：初期化を行ないません 

（注１） A ドライブ：本体 RAM 内に設置されたユーザエリア 

B ドライブ：FROM 内に設置されたバックアップエリア 
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（３） 特殊キー電源 ON 処理 

特殊キー電源 ON 処理は、本体が電源 OFF 状態の時、  キーとテンキーまたは、      キーを同時に

押下したまま    キーを押下することにより、登録されている機能（処理）を実行することができ

ます。 

 

電源キー Ｆキー テンキー 処理の概要 

○ ○ ０～９ OS 設定用 

（実行しないでください） 

○ ○ 決定 レジューム OFF 立上げを行います（システムメニュー起動）

 

 

（４） メモリ破壊調査 

電源 ON 時、毎回 RAM 領域の特定エリアをチェックし、その特定エリアが破壊されている場合、システ

ムエラーになります。 

システムエラーの詳細は「6.2 システムエラー」を参照して下さい。 

 

2.1.2. 電源 OFF 

（１） 電源 OFF 概要 

電源ＯＦＦ要因 条  件 

ＩＮＩＴスイッチ 電源が ON のときに、INIT スイッチを押します 

ただし、INIT スイッチをはなすと電源 ON し、リセット立上げを行いま

す（確認メッセージあり） 

電源キー 電源が ON のときに、電源キーを押下します 

その他の条件 ･電池蓋外し 

･主電池無し(LB0) 

･自動電源 OFF 機能(APO)による電源 OFF  

･電源 OFF コマンド(ユーザへの提供関数)による電源 OFF 

 

（２） 次回電源ＯＮ時の立上げ 

電源 OFF 要因 レジューム ON 設定の場合 レジューム OFF 設定の場合 

電源キーによる電源 OFF レジューム ON 立上げ レジューム OFF 立上げ 

INIT スイッチによる電源

OFF 

リセット立上げ リセット立上げ 

電池蓋外し レジューム ON 立上げ レジューム ON 立上げ 

主電池無し(LB0) レジューム ON 立上げ レジューム ON 立上げ 

自動電源 OFF(APO) レジューム ON 立上げ レジューム ON 立上げ 

電源 OFF コマンド レジューム ON 立上げ レジューム OFF 立上げ 

 

 

Ｆ

○：同時に押下する必要あり 

決定 

電源 
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2.1.3. 電池交換(LB 制御) 

（１） 概要 

① 主電池 

主電池に、アルカリ乾電池（単三型 2 本）を使用します。 

電源が入っている間は主電池の電圧をチェックしています。 

電池の電圧レベルは、4 段階で表示します。 

主電池を交換する場合は、以下の 2 点を守って交換作業を行ってください。 

・本体電源を OFF する 

・副電池が充電されている 

上記 2 点を守らない場合は、ユーザアプリケーションやファイルが消失します。 

電源が入っている時に主電池の蓋を外すと、電源を OFF します。 

② 副電池 

ファイル、データ等のバックアップ用に、充電式電池を使用します。 

充電式の電池を使用しているので、電池交換をする必要はありません。 

副電池が空の状態で主電池を投入すると 4 日間で満充電になります。 

副電池は満充電の状態で 3 日間のデータバックアップが可能です。 

③ 電池電圧の監視 

電源が入っていると定期的に主電池の電圧をチェックします。 

電圧レベルに合わせて画面上のシンボルを 4 段階で変化させます。 

シンボルが減少しても、電圧レベルが回復した場合は、シンボルが戻ります。 

④ ローバッテリ（ＬＢ）の定義 

ＬＢレベル 定  義 

ＬＢ１ 主電池電圧低下 

ＬＢ０ 主電池なし 

ＬＢ－１ 主電池・副電池なし 

⑤ 主電池電圧低下(LB1)発生 

電源が入っている時に主電池電圧低下(LB1)が発生した場合、画面のシンボルが主電池電圧低下を表す

ものになります。 

また、ユーザ通知モード(LB1)が設定されている場合は、ユーザアプリケーションに通知します。 

⑥ 主電池無し(LB0)発生 

電源が入っている時に主電池なし(LB0)が発生した場合、直ちに電源を OFF します。 

主電池なし発生により電源が OFF された後、主電池の電圧が LB1 レベル以上に復帰していない場合は、

電源キー等により電源を入れる事はできません。 

副電池が充電されている場合は、ユーザアプリケーション、RAM 上のファイル等はバックアップされま

す。 

副電池が充電されていない状態で LB0が発生した場合は、メモリバックアップ不能(LB-1)状態になり、

ユーザアプリケーション、RAM 上のファイル等が消失します。 
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（２） 主電池残量表示 

主電池の電池残量を以下の 4 段階で表示します。残量は 160 ミリ以上続いた一定電圧が画面右下に表示

されます。 

通知モードを設定することでＬＢ１確定時にユーザアプリケーションに通知することも可能です。 

 

 

 

主電池レベル 3 

主電池電圧が 2.7V より大きい状態を表します 

 

 

主電池レベル 2 

主電池電圧が 2.7V～2.5V の状態を表します 

 

 

主電池レベル 1 

主電池電圧が 2.5V～2.1V の状態を表します 

 

 

主電池電圧低下状態 

主電池電圧が 2.1V 以下の状態を表します 
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2.1.4. システム監視(省電力制御) 

電池寿命を延ばし動作時間を延長するために、以下の省電力制御を行っています。 

 

 

 

 

  

 

（１） ＣＰＵクロック切替え制御 

処理の状態に応じ、CPU の動作クロックを細かく制御して、消費電力をおさえます。 

CPU クロック 主な処理 

高速クロック(4.9MHz) ･ バーコードのデコード(レーザスキャン) 

･ IrDA の通信処理 

･ 緊急電源 OFF 処理 

･ その他、高速処理を行う必要がある処理(ファイル) 

標準クロック(2.5MHz) ･ ユーザアプリケーション実行中 

･ その他高速処理の必要性が無い処理 

低速クロック(1.2MHz) ･ スリープ状態(システムでのみ使用します) 

※ 標準クロックで動作することを基本とし、高速クロック(高速処理)が必要な処理は、自己で高速

クロックに切替え、処理終了後は標準クロックに戻します。 

（２） モジュールスタンバイ制御 

CPU 内蔵モジュール未使用時、当該モジュールをスタンバイ状態にして CPU の消費電力をおさえます。 

CPU 内蔵モジュール スタンバイ状態にするタイミング 

DMAC0～3 

(ダイレクトメモリアクセス コントローラ) 

･ バーコード読み取り中でない 

･ 通信中でない 

ITU0～5 

(インテグレーテッド タイマ パルス ユニット)

･ システムタイマが使用中でない 

･ バーコード読み取り中でない 

･ ブザー鳴動中でない 

※ 内蔵モジュールを使用する処理が、使用開始時にモジュールスタンバイを解除し、処理終了時に

モジュールスタンバイ状態に設定します。 

（３） スリープ状態制御 

アイドル状態（キー入力待ち、読取りキー押下待ち、かつ、内蔵モジュール(DMAC,ITU)が全てモジュー

ルスタンバイ状態）のとき、CPU クロックを低速に切替えてスリープ状態にすることで、消費電力をお

さえます。 

※ スリープ状態のとき、キー入力等の割込み発生にてスリープ状態を解除し、通常状態に戻ります。 

（４） 外部モジュールの電源 ON/OFF 制御 

レーザモジュール等の電源の ON/OFF を細かく制御することで、消費電力をおさえます。 

（５） 自動電源 OFF(APO)制御 

文字(キー)入力待ち等、アイドル状態が一定時間以上継続した場合、電源を OFF することで消費電力を

低減させます。  

自動電源 OFF(APO)機能は、｢動作環境メニュー｣または、システムデータ管理関数で設定します。 

（６） 自動バックライト OFF(ABO)制御 

バックライトが ON の時、一定時間以上キー操作をしなかった場合、バックライトを OFF する機能です。 

自動でバックライトが OFF になった後、任意のキーを押下すると再びバックライトを ON にします。 

自動バックライト OFF(ABO)機能は、｢動作環境メニュー｣または、システムデータ管理関数で設定します。 

 

 

省電力制御 CPU の省電力制御 CPU クロックの切り替え制御

モジュールスタンバイ制御

スリープ状態制御 

外部モジュールの電源 ON/OFF 制御

自動電源 OFF(APO)制御 

自動バックライト OFF(ABO)制御 
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2.2. 表示部 

2.2.1. コード体系 

（１） 概要 

シフトＪＩＳコードを使用します。 

コード体系には、制御コードと文字コードがあり、文字コードは更に ANKと漢字コードに分類されます。 

また、漢字コードの一部に、外字フォントを登録することができます。 

各フォントのビットマップの先頭アドレス等は、フォントテーブルにより管理されており、先頭アドレ

スを変更することによりユーザフォントを表示させることができます。 

 

※ 外字、ユーザフォントについては、それぞれの項を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） ＡＮＫ（縮小、標準）文字 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

０ NULL DEL  ０ ＠ Ｐ ‘ ｐ    ― タ ミ   

１   ！ １ Ａ Ｑ ａ ｑ   。 ア チ ム   

２   “ ２ Ｂ Ｒ ｂ ｒ   「 イ ツ メ   

３   ＃ ３ Ｃ Ｓ ｃ ｓ   」 ウ テ モ   

４   ＄ ４ Ｄ Ｔ ｄ ｔ   、 エ ト ヤ   

５   ％ ５ Ｅ Ｕ ｅ ｕ   ・ オ ナ ユ   

６   ＆ ６ Ｆ Ｖ ｆ ｖ   ヲ カ ニ ヨ   

７   ‘ ７ Ｇ Ｗ ｇ ｗ   ァ キ ヌ ラ   

８ BS  （ ８ Ｈ Ｘ ｈ ｘ   ィ ク ネ リ   

９   ） ９ Ｉ Ｙ ｉ ｙ   ゥ ケ ノ ル   

Ａ LF  ＊ ： Ｊ Ｚ ｊ ｚ   ェ コ ハ レ   

Ｂ  ESC ＋ ； Ｋ ［ ｋ ｛   ォ サ ヒ ロ   

Ｃ CLR ← ， ＜ Ｌ ￥ ｌ ｜   ャ シ フ ワ   

Ｄ CR → － ＝ Ｍ ］ ｍ ｝   ュ ス ヘ ン   

Ｅ   ． ＞ Ｎ ＾ ｎ ‾   ョ セ ホ ゛   

Ｆ   ／ ？ Ｏ ＿ ｏ    ッ ソ マ ゜   

１文字入力、文字列入力、数値入力で上位にキーコードが返り、エコー指定＝ありの

場合は、表示します。 

数値入力時は、数値キー以外は無視します。 

１文字入力で上位にキーコードが返り、エコー指定＝ありの場合は、表示します。 

文字列入力、数値入力では、編集キー以外は無視します。 

 

コード体系 制御コード 

文字コード 1 バイトコード

2 バイトコード

コントロールコード 0x00～0x1F 

ANK(縮小、標準)  0x20～0x80 

     0xA0～0xDF 

     0xFD～0xFF 

漢字     0x8140～0x9FFC 

     0xE040～0xEAFC 

外字     0xEB40～0xEBC0 
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（３） 漢字コード／外字コード 

シフトＪＩＳの第１水準／第２水準をサポートしています。 

また、外字は漢字フォント毎に最大 128 文字まで登録できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 2 バイト目が、0x7F のコード(例:0xEB7F)は存在しません。 

 

  2B 目 

 

 

1B 目 

00 10 20 30 40 50 60 70 80 90 A0 B0 C0 D0 E0 F0 

00                 

10                 

20                 

30                 

40                 

50                 

60                 

70     40   7E 80  9F      FC 

80 

 

 

   81 

84 

88 

            

90     

98 

9F 

            

A0                 

B0                 

C0                 

D0     40   7E 80    C0   FC 

E0 

 

 

   E0 

 

EB 

    

 

 

 

        

F0     40   7E 80    C0   FC 

 

 

外  字

第２水準 第２水準

第１水準

第１水準

第２水準

第１水準

第１水準

第２水準

外  字

シフト JIS 第１水準 (0x8140～0x84FC)

 (0x889F～0x989E)

第２水準 (0x989F～0x9FFC)

 (0xE040～0xEAFC)

外字 (0xEB40～0xEBC0)
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2.2.2. フォントの定義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォント  ROM フォント

 外字フォント

 ユーザ登録フォント  ･ ユーザで作成するフォントです。 

 縮小ＡＮＫ、標準ＡＮＫ、漢字ファイルをフォント 

 ごとに登録して表示します。内蔵フォントと切り替えで

 表示しています。 

 (1) 6× 6 ドット（縮小ＡＮＫ） 

 (2) 6×12 ドット（標準ＡＮＫ） 

 (3)12×12 ドット（漢字） 

 (4) 8× 8 ドット（縮小ＡＮＫ） 

 (5) 8×16 ドット（標準ＡＮＫ） 

(6)16×16 ドット（漢字） 

 (7)10×10 ドット（縮小ＡＮＫ） 

 (8)10×20 ドット（標準ＡＮＫ） 

 (9)20×20 ドット（漢字） 

 

 ･ ユーザが作成するフォントです。(最大 128 文字) 

 ･ 漢字の各フォント毎に、ファイル形式で格納します。 

(1) 12×12 ドット (0xEB40～0xEBC0) 

(2) 16×16 ドット (0xEB40～0xEBC0) 

(3) 20×20 ドット (0xEB40～0xEBC0) 

 ･ ＤＴ－３００に内蔵するフォントです。 

(1) 6 × 6 ドット (縮小 ANK) 

(2) 6 ×12 ドット (標準 ANK／縦強調 ANK) 

(3) 12×12 ドット (漢字、第 1/2 水準) 

(4) 8 × 8 ドット (縮小 ANK) 

(5) 8 ×16 ドット (標準 ANK／縦強調 ANK) 

(6) 16×16 ドット (漢字、第 1/2 水準) 

(7) 10×10 ドット (縮小 ANK) 

(8) 10×20 ドット (標準 ANK／縦強調 ANK) 

(9) 20×20 ドット (漢字、第 1/2 水準) 
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2.2.3. 表示フォント 

モード フォント（サイズ） 表示桁数 最大表示文字数

 縮小ＡＮＫ （ 6× 6） １８桁×１０行 １８０文字 

６ドット 標準ＡＮＫ／縦強調ＡＮＫ （ 6×12） １８桁× ５行 ９０文字 

 漢字 （12×12） ９桁× ５行  ４５文字 

 縮小ＡＮＫ （ 8× 8） １４桁× ８行 １１２文字 

８ドット 標準ＡＮＫ／縦強調ＡＮＫ （ 8×16） １４桁× ４行  ５６文字 

 漢字 （16×16）  ７桁× ４行  ２８文字 

 縮小ＡＮＫ （10×10） １１桁× ６行  ６６文字 

１０ドット 標準ＡＮＫ／縦強調ＡＮＫ （10×20） １１桁× ３行  ３３文字 

 漢字 （20×20）  ５桁× ３行  １５文字 

① ６ドットモード時 

112
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7

(0,0) 0 1 2 3 (17,0)
1
2
3
4
5
6
7
8

(0,9) 9 (17,9)

　　　　2ドット

2ドット

64

あ い う

 

② ８ドットモード時 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3

(0,0) 0 1 2 3   (13,0)

1

2

3

4

5

6

(0,7) 7   (13,7)

112

64

あ いう

 
③10 ドットモード時 

 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

(0,0) 0 1 2 3 (10,0)

1

2

3

4

(0,5) 5 (10,5)

　4ドット

1ドット

112

64

あ い う
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2.2.4. マルチフォント表示 

１画面に表示可能な文字フォントは以下の３系統（モード）に別れています。 

各モード内での混在表示は可能ですが、複数モードの混在表示はできません。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

2.2.5. 文字のアトリビュート 

各文字毎に、以下のアトリビュート(文字飾り)を付加して表示することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

2.2.6. 文字の表示位置 

文字は，各フォントの縮小ＡＮＫを基準としたキャラクタ座標上に表示されます。 

カーソル位置は、左上を(0,0)とするキャラクタ座標であらわされます。 

全角文字の場合は、以下の位置を指定し文字を表示します。 

① カーソル位置の指定 

 

 

 

 

② カーソルの大きさ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ カーソル形状 

 

 

 

 

 

 

 

フォントモード 6 ドットモード  縮小フォント (6 × 6) ANK 
 半角フォント (6 ×12) ANK／縦強調 ANK 
 全角フォント (12×12) 漢字 

8 ドットモード  縮小フォント (8 × 8) ANK 
 半角フォント (8 ×16) ANK／縦強調 ANK 
 全角フォント (16×16) 漢字 

10 ドットモード  縮小フォント (10×10) ANK 
 半角フォント (10×20) ANK／縦強調 ANK 
 全角フォント (20×20) 漢字 

カーソル位置の指定 半角文字 

全角文字 文字の左半分の位置を指定 

アトリビュート 標準 

反転 

表示属性なし 

白黒反転表示 

１ドット右にずらし、ＯＲ表示 強調 

横方向２倍表示 倍角 

カーソル形状 非表示 

ブロック 

アンダーライン

カーソル位置をカーソルサイズ分白黒反転表示します

カーソル位置にカーソル幅分の下線を XOR 表示します

カーソルの大きさ 12 ドットモード

16 ドットモード

6×12 ドット

8×16 ドット

20 ドットモード 10×10 ドット

6× 6 ドット

8× 8 ドット

10×20 ドット
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2.3. カーソル制御 

2.3.1. 文字表示時のカーソル動作 

文字はカーソル位置から表示され、1 文字表示毎に 1 つ右の文字位置にカーソルが移動します。 

 

 

 

 

 

 

※ 網掛け部分がカーソル位置です。 

カーソルの大きさは、縮小 ANK と同じです。 
 

2.3.2. 行右端に文字が表示された場合のカーソル動作 

行の右端に文字が表示された場合のカーソルの動きを以下に示します。 

① 改行ありの場合、文字表示後次の行の左端にカーソルが移動します。 

･ 現在行の次の行の左端にカーソルが移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 改行なしの場合、文字表示後カーソルは移動しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字によるカーソル動作 半角文字 

全角文字 

Ａを表示 Ａ 

2 つ右のキャラクタ座標に移動 

Ａを表示 

※ 全角文字は表示できないため、改行後表示します。 

   表示できなかった部分は、半角のスペースで埋められます。 

A を表示 Ａ 

Ａを表示

Ａ
A を表示 

Ａを表示

※ この位置には全角文字は表示できません。 

Ａを表示
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2.3.3. 制御コード 

以下の制御コードを使用することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.4. ＥＳＣシーケンス 

以下のＥＳＣシーケンスをサポートします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・上記以外のフォーマットの場合は、無視します。 

 

2.3.5. ｢￥｣(円記号)の扱い 

半角文字(半角 2 倍文字)の場合、日本語／英語モードにより｢￥｣(円記号)の扱いが異なります。 

 

 

 

 

 

 

制御コード CR(0x0D) 

LF(0x0A) 

 ･ カーソルを行の左端に移動させます。 

 ･ カーソルを 1 行下に移動します。 

 ･ 最下行表示中の場合は、改行の抑止/スクロールの抑止に関わ

らず表示中の文字列の高さ分スクロールアップします。 

NULL(0x00)  ･ 文字列の終端を現します(表示されません) 

ESC(0x1B)  ･ ESC シーケンス制御に使用します。 

ESC シーケンス 画面クリア 

カーソル位置設定

ESC［２Ｊ ･ 画面をクリアします。 
･ カーソルを左上(0,0)位置に移動します。 

ESC[Pn;PmH ･ カーソルを指定位置(n 行/m 桁)に移動します。
ESC[Pn;Pmf ･ Pn／Pm は省略可能です。デフォルトは１です。

左上端を１行／１桁と指定して下さい。 
･ 画面の範囲外を指定した場合は、画面上で一番

近い場所にカーソルを移動させます。 

 ０ｘ５Ｃ 日本語モード ｢￥｣(円記号)を表示します 

英語モード ｢＼｣(バックスラッシュ)を表示します 
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2.3.6. 表示機能 

機  能 内    容 

タイプ カーソルタイプ（非表示、アンダーライン、ブロック）を設定し

ます 

カーソルブリンクは、行いません 

カーソル制御 

位置設定/読出し カーソル位置（行・桁）の設定/読出しを行います 

読出し時は、タイプも取得できます 

位置は、各フォンとモードの縮小 ANK を基準とし、標準 ANK およ

び漢字の場合は文字の左下の縮小 ANK サイズ部分が基準となり

ます 

１文字表示 現在のカーソル位置から指定文字を表示します（文字修飾可） 文字表示 

文字列表示 現在のカーソル位置から指定文字列を表示します（文字修飾可）

同一フォントモード内の縮小 ANK、標準 ANK、漢字の混在が可能

です 

ライン描画 直線の描画（白・黒）を行います 

画面クリア 全表示データをクリアし、カーソル位置を（０，０）に移動します 

LED 制御 緑または赤色の LED を点灯／消灯することができます 

（緑と赤色を同時に点灯させることはできません） 

主に、バーコード読み取り時に使用します 

コントラスト調整 0(薄い)～15(濃い)までの 16 段階のコントラスト値を任意設定可能です 

手動バックライト 

制御 

手動でバックライトの ON/OFF を行います バックライト制御 

自動バックライト 

制御 

バックライトが ON の時、一定時間以上キー操作がなされなかっ

た場合、バックライトを OFF にする機能です 

自動でバックライトが OFF になった後、任意のキーを押下すると

再びバックライトを ON にします 

ユーザフォント登

録 

ユーザフォントをシステムに登録し、表示可能状態とします 

ROM フォント設定 ユーザフォント表示可能状態から ROM フォント表示モードに切り替えます 

ユーザ文字列表示 ユーザ作成の ANK（縮小/標準）文字列を表示します 

この場合、ANK コード 81h～9Fh および E0h～FCh は、漢字データと見なしません 

 

2.3.7. 例外表示 

例外動作 内    容 

表示文字の重複 既存表示文字に一部でも重なる文字を表示した場合、重複した既存文字

表示はクリアします。 

最上行の標準 ANK，漢字表示 カレントカーソル位置が最上行で標準 ANK または漢字を表示する場合、

実際の文字は表示されず、空白表示となります。 

行端自動改行 文字列表示時、表示文字が行端を超える場合、フォントサイズに応じた

改行が自動的に行われます。 

スクロール カレントカーソル位置が最下行で文字列が表示できない場合、フォント

サイズに応じたスクロールが自動的に行われます。 

フォントサイズ切替え 画面クリアされます。 
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2.3.8. シンボル表示 

キーの入力モードおよび電源状態を示すシンボルが液晶画面下部に表示されます。 

 

 

 

キー入力モード用シンボル 

ユーザの指定により点灯・消灯できます 

 

 

主電池レベル 3 

主電池電圧が 2.7V より大きい状態を表します 

 

 

主電池レベル 2 

主電池電圧が 2.7V～2.5V の状態を表します 

 

 

主電池レベル 1 

主電池電圧が 2.5V～2.1V の状態を表します 

 

 

主電池電圧低下状態 

主電池電圧が 2.1V 以下の状態を表します 

 

S

S 
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2.3.9. 外字の登録と表示 

（１） 概要 

全角文字の各フォントについて、最大 128 文字までの外字フォントを登録し表示することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 外字フォントファイルの構造 

外字フォントファイルの構造は以下の通りです。 

 

 

 
 

 

・使用する文字分のビットパターンを連続して格納します。 

・外字コードは、ファイルの先頭より 0xEB40,0xEB41････0xEBC0 になります。 

・0xEB7F に対するビットパターンはありません。ファイルは 0xEB7F の位置を詰めて作成します。 

 

（３） 文字のビットパターン 

ビットパターンの例を以下に示します。 

12×12 ドットフォント 

b0

b7

b0

b7
 

 

 

 

1 文字目(0xEB40)の

ビットパターン  

2 文字目(0xEB41)の

ビットパターン 

ｎ文字目(0xEBxx)の

ビットパターン 

ファイルの先頭 ファイルの最終 

0xEB40～0xEBC0(0xEB7F を除く) 

外字の登録 6 ドットモード 全角文字(12×12) 最大 128 文字 

全角文字(20×20) 最大 128 文字 

8 ドットモード 全角文字(16×16) 最大 128 文字 

外字コード  

10 ドットモード
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              16×16 ドットフォント 

 
b0 

b7 
b0 

b7 
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20×20 ドットフォント 

b0

b7

b0

b7

b0

b7
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2.3.10. 外字ファイル 

（１） 概要 

外字ファイルは以下のように取り扱われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(※1)ファイル領域より外字フォントエリアに展開することにより、 外字を表示する毎にファイルアク

セスする必要が無くなり、表示の高速化が図られます。 
 

フォント バイト／１文字 最大登録数 ファイル容量 

6 ドットフォント (12×12) 24 バイト 128 文字 3,072 バイト 

8 ドットフォント (16×16) 32 バイト 128 文字 4,096 バイト 

10 ドットフォント(20×20) 60 バイト 128 文字 7,680 バイト 
 

（２） 外字の表示 

外字を表示する手順は以下の通りです。 

１． 外字ファイルをダウンロードします。 

２． 外字ファイルを表示関数(lcd_gaiji)を使用して外字フォントエリアにメモリ展開します。 

３． 外字コードを指定して，文字／文字列を表示します。 

 

2.3.11. ユーザ登録フォント 

（１） 概要 

半角，全角のフォント(9 種類)についてそれぞれユーザフォントを登録し表示することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各ユーザフォントファイルは，本機が内蔵しているがフォントデータ(ビットマップ)に取って代わ

るものです。 

従って、上記文字数分のビットデータが必要です。また、それぞれのビットデータは、各文字の先

頭コードからべたに作成されている必要があります。 

外字フォントエリア(16Kbyte) 

 ･特定のエリアにべたに 

メモリ 展開されます。(※1) 

 パソコン 

 外字 

ファイル 

表示関数(lcd_gaiji)を

使用してメモリ展開しま

す。 

ダウンロード
     HT 

ファイル領域

ユーザーフォントの登録 6 ドットモード 縮小半角文字 ( 6×6) ANK   256 文字 

全角文字 (12×12) 漢字  7393 文字 

標準半角文字 ( 6×12) ANK   256 文字 

8 ドットモード 縮小半角文字 ( 8×8) ANK   256 文字 

全角文字 (16×16) 漢字  7393 文字 

標準半角文字 ( 8×16) ANK   256 文字 

10 ドットモード 縮小半角文字 (10×10) ANK   256 文字 

全角文字 (20×20) 漢字  7393 文字 

標準半角文字 (10×20) ANK   256 文字 
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（２） ユーザフォントファイルの構造 

① 半角文字 

文字コード 0x00 から 0xFF までのビットパターンを連続して配置します。(最大 256 文字分) 

 

 

 

・0x00(NULL),0x0A(LF),0x0D(CR),0x1B(ESC)は、制御コードとしての動作を行います。 

 (フォントファイルは上記コードの部分を含めて作成します) 

・上記以外のコードは全てユーザ登録されたフォントが表示されます。 

フォント バイト 

／１文字 

最大登録数 ファイル容量 

6 ドット縮小 ANK フォント(6×6) 6 バイト 256 文字 1,536 バイト

6 ドット標準 ANK フォント (6×12) 12 バイト 256 文字 3,072 バイト

8 ドット縮小 ANK フォント (8×8) 8 バイト 256 文字 2,048 バイト

8 ドット標準 ANK フォント(8×16) 16 バイト 256 文字 4,096 バイト

10 ドット縮小 ANK フォント(10×10) 20 バイト 256 文字 5,120 バイト

10 ドット標準 ANK フォント(10×20) 30 バイト 256 文字 7,680 バイト
 

半角のユーザ登録フォントファイルは以下のように取り扱われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
・ ファイル領域からユーザフォントエリアにフォントデータを展開することにより、ユーザフォン

トを表示する毎にファイルアクセスする必要がなくなるため、表示の高速化が図られます。 
 
 

② 全角文字 

第１水準、第２水準フォントのビットパターンを連続して配置します。(最大 7393 文字分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ××７Ｆｈ、××ＦＤｈ～××３Ｆｈ(フォントデータ間のギャップ)を含めて作成します。 

・ ＸＸ００ｈ～ＸＸ３Ｆｈ及び８８４０ｈ～８８９Ｅｈまでのフォントイメージは入れません。詰め

て作成して下さい。 

1 文字目(0x00) 2 文字目(0x01) 3 文字目(0x02) ｎ 文 字 目

ファイルの先頭 
ファイルの最終 

表 示 関 数 (lcd_usrfont)

を使用してメモリ展開し

ます。 

ユ ー ザ フ ォ ン ト エ リ ア

(19Kbyte) 

 ･特定のエリアにべたにメ

モリ展開されます。 

 パソコン 

半角フォント 

ファイル  

ダウンロード     HT 

ファイル領域

ファイルの先頭 

ファイルの終了  

0x8140 のビットパターン

0x8141 

0x84FF 

0x889F 

0x9FFF 

0xE040 

0xEAFF 
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・ ＸＸ７Ｆｈ、ＸＸＦＤｈ、ＸＸＦＥｈ、ＸＸＦＦｈは指定しても表示されませんがダミーデータを

入れておいて下さい。 

・ 全文字について作成する必要はありませんが、表示時ファイルの終了以降の文字は全角スペー

スに置き換えられます。 

 

 

フォント バイト／１文

字 

最大登録数 ファイル容量 

6 ドット漢字フォント (12×12) 24 バイト 7,393 文字 177,432 バイト

8 ドット漢字フォント (16×16) 32 バイト 7,393 文字 236,576 バイト

10 ドット漢字フォント(20×20) 60 バイト 7,393 文字 443,580 バイト

 

全角のユーザ登録フォントファイルは以下のように取り扱われます。 

 

 

 

 

 

 

 

・ ユーザフォントを表示する毎に、表示するユーザフォントをファイル領域より取得(ファイルアク

セス)します。 

③ 文字のビットパターン 

外字フォントと同様です。 (「2.3.9 (3) 文字のビットパターン」を参照してください) 

④ フォントファイルについて 

外字フォントと同様です。 (｢2.3.9 (2) 外字ファイルの構造｣を参照してください) 

（３） ユーザフォントファイルの表示 

ユーザ登録フォントを表示する手順は以下の通りです。 

１． ユーザフォントファイルをダウンロードします。 

２． ユーザフォントファイルを表示関数(lcd_usrfont)を使用してフォントテーブルに登録します。 

３． 一文字表示／文字列表示を行うことにより、登録されたユーザフォントを表示します。 

 

2.3.12. コントラスト調整 

（１） 手動コントラスト調整 

０～１５までの１６段階のコントラスト値を任意に設定することができます。 

 

 

 

 

2.3.13. ＬＥＤ表示 

緑または赤色の LED を点灯／消灯することができます。（緑と赤色は同時に点灯できません） 

主に、バーコード読み取り時に使用します。 

 

 

 

 パソコン 

全角フォント

ファイル 

ファイル領域 

ダウンロード HT 

薄い 濃い

   0                                   15
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2.4. キー部 

2.4.1. 概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ LED 

・ 緑、または赤色の LED を点灯 

・ バーコード読取り 

・ エラー時 

■ 読取りキー 

・バーコード読取り開始 

■ テンキー  

・ 数字、英字の入力 

・ 入力の確定 

■ クリアキー 

・入力文字の削除 

■ 電源キー 

・電源の ON/OFF 

■ ファンクションキー 

・ 任意の機能を設定可能 

デフォルトの機能 

   ▲ ― コントラスト UP 

   ▼ ― コントラスト DOWN 

  BL ― バックライト ON/OFF

  戻る― バックスペース 

  F  ― スペース 
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2.4.2. キーの種類 

キーは、以下の８種類に分類できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4.3. 各キーの機能 

入力モード 入力キー 機  能 入力後

モード

－ 電源 電源 OFF→ON 

電源 ON→OFF(ユーザ通知モードの時は OFF にせず、ユーザに通知します) 

－ 

－ クリア 入力された文字(文字列)をキャンセルし、入力領域のクリアおよび、 

カーソルを入力域の左端に移動します (数値入力時はカーソル移動しま

せん) 

－ 

－ 読取り バーコードの読取りを開始します 

本キーを押下により電源 ON→バーコード読取り開始状態にすることも可

能です 

－ 

－ 決定 入力された数値・文字（文字列）を確定します － 

－ Ｆ１ コントラストを１段階上げます （変更可） 通知モード設定可 － 

－ Ｆ２ バックライトの ON/OFF をします （変更可） 通知モード設定可 － 

－ Ｆ３ カーソルを１文字分左に移動します （変更可） 通知モード設定可 － 

－ Ｆ４ コントラストを 1 段階下げます （変更可） 通知モード設定可 － 

－ Ｆ５ 空白を入力します （変更可） 通知モード設定可 － 

数値入力 ０～９ ０～９、スペースを入力します（但しスペースは F1～F5 キーに登録した 

場合です。 

数値入力

文字入力 ０～９ 数字、英字を入力します 文字入力

－ ＩＮＩＴ 

スイッチ 

システムを初期化します － 

 

 

キー テンキー 

制御キー 

ファンクションキー 

読取り 

INIT スイッチ 

電源 

Ｆ１～Ｆ５ 

読取り 

編集キー クリア 

０～９、決定 
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2.4.4. 文字(数字)の入力機能 

ユーザアプリケーションから以下の情報を引き継ぐことで文字/数字の入力を行うことができます。 

(常に上書き入力になります。また、半角文字のみ入力できます。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4.5. 入力領域(フィールド)の指定 

･ Ｘ座標、Ｙ座標(キャラクタ座標を指定します)キャラクタ座標は、縮小ＡＮＫサイズを基準とします。 

･ 入力文字の長さ(Byte 指定)。 

･ 入力された文字列を格納する場所。 

・ 入力文字数の最大は、１２８文字または１画面分どちらか少ないほうで、スクロールはしません。 

 

2.4.6. 文字入力／数字入力指定 

･ 文字入力の場合は、入力領域の左から右へ入力が進みます。 

･ 数字入力の場合は、入力領域の右から左へ入力が進みます。 

また、数字、ファンクションキー、読取りキー、制御キー、編集キー以外のキーは入力できません(終了

条件にすることはできます)。 

 

2.4.7. エコーバック指定 

･ エコーバックあり／なし(エコーバックなしのときは BS キーで文字列の編集機能は使用できません)。 

･ フォントサイズおよび文字のアトリビュート指定。 

 

2.4.8. 入力の初期値(初期文字列，入力開始Ｘ，Ｙ座標) 

･ 初期値を表示後、指定されたＸ、Ｙ位置より入力できます。 

 

2.4.9. 入力終了条件(OR で指定します) 

･ 入力領域フル 

･ 決定キー押下 

･ バーコード読取り完了 

･ クリアキー押下 

･ LB（主電池電圧低下／電源キー押下、APO、ABO）検出 （ユーザ通知モード時のみ有効） 

･ IO ボックス装着検出 （ユーザ通知モード時のみ有効） 

･ イベント通知キー押下 （ユーザ通知モード時のみ有効です） 

 

･ キーバッファから指定された長さ分の文字列を取り出します。 

･ キーバッファが空きの(指定された長さに達しない)場合は、文字入力待

ちになります。 

･ 入力できる文字は、数字, CLR,決定,BS,SP のみです。(SP,BS はファンク

ションキーに登録した場合です。) 

･ 指定された終了条件によりユーザアプリケーションに戻ります。  

･ キーバッファから指定された長さ分の文字列を取り出します。 

･ キーバッファが空きの(指定された長さに達しない)場合は、文字入力待

ちになります。 

･ 指定された終了条件によりユーザアプリケーションに戻ります。 

･ キーバッファから 1 文字取り出します。 

･ キーバッファが空きの（指定された文字入力数に達しない）場合は、文

字入力待ちになります。 

･ 文字入力または指定された終了条件によりユーザアプリケーションに戻

ります。 

文字(数字)入力機能 1 文字入力 

文字列入力 

数字入力 
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2.4.10.  文字列の編集 

文字列(数字列)入力中は、編集キーを使用して文字列(数字列)を編集することができます。 

 

2.4.11.  文字列入力時の編集処理 

キー 機  能 

戻る  （ＢＳ） カーソル前の 1 文字を削除します 

クリア    入力された文字を全て削除します 

←        (※) カーソルを 1 文字分左に移動します 

→        (※） カーソルを 1 文字分右に移動します 

(入力文字列がある範囲内のみ移動します) 

ＤＥＬ    (※) カーソル上の 1 文字を削除します 

 

2.4.12.  数値入力時の編集処理 

キー 機  能 

戻る（ＢＳ） カーソル前の 1 文字を削除します 

クリア 入力された文字を全て削除します 

＋(プラス)(※) ｢－｣(マイナス記号)表示中の場合は、｢－｣を削除します 

－ （ マ イ ナ ス ）

(※) 

｢－｣を付加します。｢－｣(マイナス記号)表示中の場合は、｢－｣を削除します 

(入力領域がフルの場合は付加されません) 

・ （小数点） 

(※） 

カーソル上に｢．｣を追加し、数値を左にシフトします 

(二重に付加することはできません。また、入力領域がフルの場合も付加できません)

ＤＥＬ  (※) カーソル上の 1 文字を削除します 

(※)ファンクションキーで機能を登録したときに使用できます。 

2.4.13.  入力禁止状態の設定 

読取りキー，電源キー，INIT スイッチを除く任意のキーを入力禁止状態にすることができます。 

（１） 入力禁止の範囲 

キー 設定 禁止の条件 内容 

読取りキー ○ なし 読取りキーの機能を抑止します 

電源キー × 禁止設定不可 ユーザ通知モードに設定することにより、電源 OFF を抑止で

きます 

クリア ○ なし CLR の機能を抑止します 

決定 ○ なし ENT の機能を抑止します 

０～９ ○ 数値入力モード 数字の入力を抑止します(個別に設定できます) 

０～９ ○ 文字入力モード 英字、記号の入力を抑止します(個別に設定できます) 

Ｆ１～Ｆ５ ○ なし 個別にファンクションキーの入力禁止を設定できます 

INIT スイッチ × 禁止設定不可  
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（２） 特記事項 

入力禁止状態の有効範囲 入力禁止が設定された場合、設定し直すかまたはリセット立ち

上げされるかまたはレジュームＯＦＦ立上げされるまで有効

です 

強制メニュー立上げを行った場合、ファンクションキーはシス

テムモード（デフォルトで設定されている機能）になります 

入力禁止中状態の表示 入力禁止中状態の表示等はありません 

入力禁止に設定されているキーの押

下 

キークリック音は鳴りません 

入力禁止中状態に設定する方法 禁止状態を切り替える機能(関数)を提供します 

 

2.4.14.  特記事項/制限事項 

リピート機能 ありません 

ロールオーバ 

入力 

２キーロールオーバ機能を実装します 

キーバッファ 

制御 

① 文字入力状態でないときに押下されたキーはキーバッファに格納されます 

(先行入力機能) 

② キーバッファの大きさは 128 文字分固定です 

③ バッファリングされるキーは、電源、INIT スイッチを除く全てのキーです 

④ 読取りキーは、バーコード読取り機能が設定されていない場合にバッファリン

グされます 

⑤ バーコードバッファの切替えを行うことにより、読取ったバーコードをキーバ

ッファに格納することが可能です 

ＡＰＯ時間の更

新 

キーが確定したとき APO 時間を初期設定値に設定し直します 

ＡＢＯ時間の更

新 

キーが確定したとき ABO 時間を初期設定値に設定し直します 

また、ABO 制御モードかつバックライトが消灯しているときは、バックライトを

ON にします 
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2.5. ファイルシステム 

A ドライブ（RAM）のファイルシステムはＦＡＴファイルシステムです。 

  また、FROM デバイスを使用した B ドライブを提供します。 

B ドライブはモデルによって容量が異なり、Ｍ３０の場合はサイズが１．４２ＭＢです。 

Ｍ６０の場合はサイズが５．９ＭＢです。 

B ドライブは、いずれも書込み回数に制限があります。 

 

2.5.1. ドライブ構成 

・A ドライブ： ＲＡＭドライブ 

・B ドライブ： ＦＲＯＭドライブ 

 

2.5.2. ドライブ情報 

（１） A ドライブ（ＲＡＭドライブ） 

内容 
項目 

FAT ファイルシステムモード

ファイルサイズ １．３９ＭＢ 

ファイルシステム ＦＡＴファイル 

ルート上のディレクトリ／ファ

イルの最大数 
１９２ 

同時オープン可能なファイル数 １６ 

ディレクトリの概念 あり 

 

（２） B ドライブ（Ｍ３０ ＦＲＯＭドライブ） 

内容 
項目 

専用ファイルシステム 

ファイルサイズ １．４２ＭＢ 

ファイルシステム 専用ファイルシステム 

ファイルの最大数 １６ 

同時オープン可能なファイル数 １６ 

ディレクトリの概念 ルートのみサポート 

 

（３） B ドライブ（Ｍ６０ ＦＲＯＭドライブ） 

項目 内容 

ファイルサイズ ５．９ＭＢ 

ファイルシステム 専用ファイルシステム 

ファイルの最大数 ６４ 

同時オープン可能なファイル数 １６ 

ディレクトリの概念 ルートのみサポート 

 

＜注意＞ 

Ｂドライブで２つ以上ファイルを同時にオープンし、交互に小さい単位でファイルのリード・ライトを繰り返すと遅く 

なります。 

２つ以上ファイルを同時にオープンして使用する場合は大きな単位で行ってください。 

また、ファイルエリアが一杯になった場合、OS のバージョンにより動作が変わります。 

 

OS バージョン 仕様 

１．０２以前 戻り値として書き込めた量が返る。 

２．００以降 戻り値として０が返る。 
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2.5.3. ファイル領域構成 

（１） FAT ファイルシステム 
 

 ＢＰＢ 

 

 ＦＡＴ 

 

ディレクトリ情報

 

データ 

チ ェ ッ

クサム 

 

 

 

（２）  専用ファイルシステム 

BPB 

ディレ

クトリ

情報 

Length データ 
チェック

サム 
・・・・・ Length データ 

チェック

サム 
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2.6. 通信インタフェース 

2.6.1. 概要 

通信インタフェースには、非接触タイプの赤外線通信を搭載しており、ＩｒＤＡ (Infrared Data 

Association)規格 Ver.1.1 に準拠しています。 

また、カシオオリジナル Ir も搭載しております。 

ただし、IrDA とカシオオリジナル Ir は同時に使用出来ません。 

赤外線通信インタフェースによる通信は、ＩＯボックスを介して行います。 

 

2.6.2. 物理通信仕様 

項  目 仕  様 

転送速度(bps) 9600/19200/38400/57600/115200 4000000 

信号線 SD,RD SD,RD 

パルス幅 3/16 ビット周期 125ns 

変調方式 ベースバンド変調 ４PPM 

通信距離 ０～２０ｃｍ ０～２０ｃｍ 

照射角度 ３０度 ３０度 

通信方式 調歩同期式 半二重 同期式 半二重 

データ長 ８ビット ― 

パリティビット なし  ― 

ストップビット １ビット ― 

プロトコル 下図参照 下図参照 

※ ―は対応する項目がないことをあらわします。 

 

2.6.3. ＣＯＭ管理機能 

本項より「2.6.7 通信制御機能」まで、カシオ Ir の機能を説明します。  

（１） ＣＯＭの占有チェック  

ＣＯＭポートの占有状態を読出します。 

（同時に複数の通信インタフェースを使用しないため） 

（２） ＣＯＭの占有 

ＣＯＭポートを占有／占有解除設定できます。 

（占有できるのは、１つの通信インタフェースです） 

また、占有設定したインタフェースしか占有解除することはできません。 

初期値 ： 占有解除状態 

（３） ＣＯＭのオープン 

ＣＯＭをオープンします。 

（４） ＣＯＭのクローズ 

ＣＯＭをクローズします。 

（５） ＣＯＭのステータスリード 

受信時のエラー情報（パリティ、オーバーラン、フレーミング、バッファフル）と現在の仮想外部信号（ＲＤ、CＤ、

ＣＳ、ＤＲ）状態を読出します。 
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2.6.4. 送受信機能 

（１） ｎ文字送信 

送信バッファの内容を指定された文字数だけ送信します。 

送信文字数が０の場合は、ＮＵＬＬ文字までを送信します。 

（２） １文字受信 

受信バッファから格納バッファへ１文字読出します。 

受信バッファにデータが無い場合は受信データ待ちとなります。 

（３） タイムアウト監視受信 

受信バッファから格納バッファへ１文字読出します。 

受信バッファにデータが無い場合は受信データ待ちとなり、受信タイムアウト監視値で指定した時間待ちます。 

（４） １文字送信 

１文字送信を行います。 

（５） ブレーク送出のＯＮ／ＯＦＦ 

ブレーク信号の送出または、送出停止を行います。 

（６） 送受信の有効／無効 

送受信割り込みを有効／無効に設定します。 

（７） ＤＲ／ＣＳ／ＣＤタイムアウト監視値の設定 

ＤＲ、ＣＳ、ＣＤ信号（仮想）のタイムアウト監視値を設定します。 

（８） ＲＳ信号のＯＮ／ＯＦＦ 

ＲＳ信号（仮想）をＯＮ／ＯＦＦにします。 

（９） ＥＲ信号のＯＮ／ＯＦＦ 

ＥＲ信号（仮想）をＯＮ／ＯＦＦにします。 

（１０） ＥＲ／ＲＳ信号のＯＮ／ＯＦＦ 

ＥＲ／ＲＳ信号（仮想）をＯＮ／ＯＦＦにします。 

 

2.6.5. 受信バッファ管理機能 

（１） 受信バッファのクリア 

受信バッファのポインタを初期状態にし、通信エラーステータス(パリティ、フレミング、オーバラン、バッファ

フル)をクリアします。 

（２） 受信バッファステータスのリード 

以下の受信バッファのステータスをリードします。 

・受信文字数 

・受信可能残り文字数 

・受信バッファ先頭文字コード（次読出し文字） 
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2.6.6. 通信補助機能 

（１） エラーコードバッファリング制御の設定 

通信エラー(パリティ、オーバラン、フレミング)が発生した場合、任意のコードを受信バッファにバッファリングす

る機能です。尚、通信エラーとなった‘ＥＦＧ’データはこの制御指定にかかわらずバッファリング処理しませ

ん。 

【任意のコードを ‘Ｚ’ と設定した場合】 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２） 標準エラーステータスのリード 

標準エラーステータス(パリティ、オーバラン、フレミング、バッファフル)を読出します。 

（ステータスを読出し後は、エラーステータスがクリアされます。） 

 

（３） 受信ハンドラ切り替え 

標準受信ハンドラの切り替え、もしくは高速受信ハンドラの切り替えを行います。 

高速受信ハンドラ：  ＳＩ／ＳＯ制御、バッファビジー制御、デリートコード制御、エラーコードバッファリング制

御機能を持たないハンドラ。 

 

2.6.7. 通信制御機能 

（１） ＳＩ／ＳＯ制御 

データ長７ビットの時に有効です。 

Ａ０Ｈ以上のコードを送信するとき、その前にＳＯコードを送信します。 

１度ＳＯコードを送信した後、９ＦＨ以下のを送信する時は、ＳＩコードを送信します。 

ＳＯコード受信後は、受信データは８０Ｈ以上のコードとして処理します。 

ただし、制御コード（１ＦＨ以下のコード）を受信したときは、そのまま制御コードとして処理します。 

（２） バッファビジー制御 

① ＸＯＮ／ＸＯＦＦ制御 

         使用出来ません。 

② ＲＳ／ＣＳフロー制御 

         使用出来ません。 

（３）デリートコード制御 

デリートコードと受信データ内のコードが一致した場合、バッファリングを行わない機能です。 

【デリートコードを ‘Ｚ’ と設定した場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送信データ １ Ｚ ３

１ Ｚ ３

ﾃﾞﾘｰﾄｺｰﾄﾞ 

と比較する 

受信ﾊﾞｯﾌｧ １ ３ 

２番目のデータは、一致するので受信バッファに格納しません。 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ

 Ｚ Ｚ Ｚ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｚ Ｚ Ｚ受信バッファ

送信データ 

通信エラーが発生したため、

‘Ｚ’に置き換わります 
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2.6.8. ＩｒＤＡ実装プロトコルレイヤ 

  IrDA の実装プロトコルレイヤです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.6.9. ＨＩＯプロトコルミドルウェア 

ＩＯＢＯＸ（DT-365IO）にはメモリが搭載されていて、本機はそのメモリに対し送受信、削除および初

期化を行います。 

ＩＯＢＯＸとの通信時に使用するプロトコルは、ＨＩＯプロトコルです。 

このプロトコルは、ミドルウェア（HIO_APLM.OBJ,HIO_APLM.H）として提供します。 

使用する場合は、アプリケーションにリンクして使用してください。 

 

 

アプリケーションプログラム 

ＩｒＬＭＰ－ＭＵＸ

ＩｒＬＭＰ－ＩＡＳ／Ｔｉｎｙ Ｔｐ

ＩｒＬＡＰ 

ＩｒＳＩＲ 

通信ユーティリティ／業務アプリケーション等

Ｉｒリンク管理プロトコル層 

インフォメーションアクセスサービス／フロー制御部

Ｉｒリンクアクセスプロトコル層 

ＩｒＤＡ物理層（ハードウェア部） 

ポートエミュレーションエンティティ ＩｒＤＡ ＡＰＩ部 

ＩｒＣＯＭＭ(データ部のみ) ＩｒＤＡポートエミュレーション部 
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2.7. バーコード入力部 

2.7.1. バーコードの種類 

ＪＡＮ規格 ：  

JIS X0501 

ＪＡＮ－１３，ＪＡＮ－８ 

ＪＡＮ－１３ ａｄｄｏｎ（＋

２，＋５） 

ＪＡＮ－８ ａｄｄｏｎ（＋

２，＋５） 

ＥＡＮ規格 ： 

General Specification for the 

Article 

Symbol Marking 

ＥＡＮ－１３，ＥＡＮ－８ 

ＥＡＮ－１３ ａｄｄｏｎ（＋

２，＋５） 

ＥＡＮ－８ ａｄｄｏｎ（＋

２，＋５） 

ＷＰＣ 

ＵＰＣ規格 ： 

UPC Symbol Specification Jan 1986

ＵＰＣ－Ａ 

ＵＰＣ－Ｂ 

ＵＰＣ－Ｅ 

ＵＰＣ－Ａ ａｄｄｏｎ（＋

２，＋５） 

ＵＰＣ－Ｂ ａｄｄｏｎ（＋

２，＋５） 

ＵＰＣ－Ｅ ａｄｄｏｎ（＋

２，＋５） 

ＣＯＤＥ－３９  

ＮＷ－７ （ＣＯＤＡＢＡＲ）  

２ｏｆ５  

（Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ／Ｉ

ｎｄｕｓｔｒｉａｌ） 

 

ＣＯＤＥ－９３  

ＣＯＤＥ－１２８／ 

ＥＡＮ－１２８ 

 

ＭＳＩ  

ＩＡＴＡ  
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2.7.2. 読取り桁数と出力フォーマット 

バーコード種類 規 格 読取桁数 出力フォーマット 備  考 

WPC JAN-13 

EAN-13 

JAN-8 

EAN-8 

JAN-13 addon+2 

EAN-13 addon+2 

JAN-13 addon+5 

EAN-13 addon+5 

JAN-8 addon+2 

EAN-8 addon+2 

JAN-8 addon+5 

EAN-8 addon+5 

UPC-A 

UPC-B 

UPC-A addon+2 

UPC-B addon+2 

UPC-A addon+5 

UPC-B addon+5 

UPC-E 

 

 

 

UPC-E addon+2 

 

 

 

UPC-E addon+5 

 

 

 

 

13 

13 

8 

8 

15 

15 

18 

18 

10 

10 

13 

13 

12 

12 

14 

14 

17 

17 

(7),8 

(7),8 

(7),8 

(7),8 

(9),10 

(9),10 

(9),10 

(9),10 

(12),13 

(12),13 

(12),13 

(12),13 

FFMMMMMNNNNNC｣ 

FFMMMMMNNNNNC｣ 

FFMMMNC｣ 

FFMMMNC｣ 

FFMMMMMNNNNNCAA｣ 

FFMMMMMNNNNNCAA｣ 

FFMMMMMNNNNNCAAAAA｣ 

FFMMMMMNNNNNCAAAAA｣ 

FFMMMMNCAA｣ 

FFMMMMNCAA｣ 

FFMMMMNCAAAAA｣ 

FFMMMMNCAAAAA｣ 

0SMMMMMNNNNNC｣ 

0SMMMMMNNNNNN｣ 

0SMMMMMNNNNNCAA｣ 

0SMMMMMNNNNNNAA｣ 

0SMMMMMNNNNNCAAAAA｣ 

0SMMMMMNNNNNNAAAAA｣ 

0MMNNNMC｣ 

0MMMNN3C｣ 

0MMMMN4C｣ 

0MMMMMNC｣ 

0MMNNNMCAA｣ 

0MMMNN3CAA｣ 

0MMMMN4CAA｣ 

0MMMMMNCAA｣ 

0MMNNNMCAAAAA｣ 

0MMMNN3CAAAAA｣ 

0MMMMN4CAAAAA｣ 

0MMMMMNCAAAAA｣ 

F:カントリーフラグ 

M:生産者コード 

N:商品コード 

S:システムメンバーキャラクタ 

A:addon データ 

｣:終了コード(CR または LF または CR+LF) 

UPC-B を除きチェックデジット(mod 10) 

の計算は必ず行われます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後の M:0～2 

 

 

最後の N:5～9 

最後の M:0～2 

 

 

最後の N:5～9 

最後の M:0～2 

 

 

最後の N:5～9 

 

CODE-39  3～40 

3～40 

1～38 

1～38 

SBBB････････････････BBCS｣

SAAA････････････････AACS｣

BBB･････････････････BBC｣

AAA･････････････････AAC｣

A:ASCII変換後データ,    B:ASCII変換前データ 

C:チェックデジット(mod 43) 

  チェックデジットなしの場合は､データとなります 

S:スタート･ストップキャラクタ(*) 

NW-7  3～40 

1～38 

SDDD････････････････DDDE｣

DDD･････････････････DDD｣

S:スタートコード(a,b,c,d のいづれか) 

E:エンドコード(a,b,c,d のいづれか) 

D:データ 

Interleaved 

2 of 5 

 2～40 DDD･････････････････DDDC｣ D:データ 

C:チェックデジット(mod 10) 

  チェックデジットなしの場合は､データと

なります 

読取桁数は偶数桁のみ 

Industrial 

2 of 5 

 2～40 DDD･････････････････DDDC｣ D:データ 

C:チェックデジット(mod 10) 

  チェックデジットなしの場合は､データと

なります 

読取桁数は偶数桁のみ 

CODE-93  1～40 AAA･･･････････････････AAA｣ A:ASCII変換後データ,    B:ASCII変換前データ 

C:チェックデジット(mod 47) 

S:スタートコード, E:エンドコード 

CODE-128  1～64 

1～64 

1～64 

1～64 

AAA･････････････････AAA｣

SBBB････････････････BBCE｣

FAAA････････････････AAA｣

GAAA････････････････AAA｣

A:ASCII変換後データ,    B:ASCII変換前データ 

C:チェックデジット(mod 47) S:スタートコード,      

E:エンドコード,F:コードID(“)C1”,EAN-128のみ)

G:GS(1Dh,EAN-128のみ) 

MSI  1～40 DDD･････････････････DDCC｣ D:データ 

C:チェックデジット(mod 10,mod 11) 

  チェックデジットなしの場合は､データと

なります 

IATA  1～40 DDDDDDD･･････････････DDDC」

PADDDDDDDDDDDDDDC」 

D:データ 

C:チェックデジット(IATA仕様) 

チェックデジット無しの場合はデータとなります 

P:クーポンNO. A:エアラインNO. D:データ 

C:チェックデジット 

読取桁数が、カッコ

の桁の場合は、 

出 力 フ ォ ー マ ッ ト に

「Ｃ」は付加されませ

ん 
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2.7.3. 出力フォーマットの設定 

バーコードの種類 設定内容 初期状態 

ＣＯＤＥ－３９ スタート／ストップキャラクタの出力の有無 

Ｆｕｌｌ ＡＳＣＩＩ変換の有無 

出力あり 

変換なし 

ＮＷ－７ スタート／ストップキャラクタの出力の有無 出力あり 

ＣＯＤＥ－１２８ 変換前データ変換後データ（ＡＳＣＩＩ）のどち

らを出力するかを設定 

ＥＡＮ－１２８出力の有無 

コードＩＤ出力の有無を設定（ＥＡＮ―１２８の

み） 

先頭ＦｎｃｌをＧＳに変換して出力するかを設定

（ＥＡＮ―１２８のみ） 

ＡＳＣＩＩ変換後データ 

 

出力なし 

出力なし 

 

出力なし 

 

2.7.4. 終了コードの設定 

バーコードデータの最後に付ける制御コードの設定ができます。 

（CR、LF、CR+LF の３種類から設定可能です） 

2.7.5. 読取り可能コード設定 

設定条件 コード 備  考 

自動識別 １．ＮＷ－７ 

２．ＣＯＤＥ－３９ 

３．Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ ２ｏｆ５ 

４．Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ ２ｏｆ５ 

５．ＣＯＤＥ－９３ 

６．ＣＯＤＥ－１２８（ＥＡＮ－１２８） 

７．ＭＳＩ 

８．ＷＰＣ（ＵＰＣ－Ｅ以外）ａｄｄｏｎ＋２

（または＋５） 

９．ＷＰＣ（ＵＰＣ－Ｅ以外） 

10．ＷＰＣ ＵＰＣ－Ｅ ａｄｄｏｎ＋２（ま

たは＋５） 

11．ＷＰＣ ＵＰＣ－Ｅ 

12．ＩＡＴＡ 

左記の優先順位にしたがって読取り

が行われます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コード限定 ・ＣＯＤＥ－３９ 

・ＮＷ－７ 

・ＷＰＣ（ＵＰＣ－Ｅ以外） 

・ＷＰＣ ＵＰＣ－Ｅ 

・Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ ２ ｏｆ ５ 

・Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ ２ ｏｆ ５ 

・ＷＰＣ（ＵＰＣ－Ｅ以外）ａｄｄｏｎ＋２（ま

たは＋５） 

・ＷＰＣ ＵＰＣ－Ｅ ａｄｄｏｎ＋２（また

は＋５） 

・ＣＯＤＥ－９３ 

・ＣＯＤＥ－１２８ 

・ＭＳＩ 

・ＩＡＴＡ 

左記の中から複数の選択が可能です 

特定コード限定読取りの場合は、本設

定を推奨します 
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2.7.6. 読取り桁数の設定 

コードごとに読取り桁数の有効範囲の指定が可能です。（初期設定では、デフォルト値の読取り桁数で

す） 

バーコードの種類 設定範囲（単一コード設定）設定範囲（複数コード設定） 備  考 

ＷＰＣ 桁数固定 同左 変更不可 

ＣＯＤＥ－３９ １～３８桁 ２～３８桁 スタート/ストップキャラクタ

を含みません 

ＮＷ－７ １～３８桁 ２～３８桁 スタート/ストップキャラクタ

を含みません 

Industrial 2 of 5 ２～４０桁 同左  

Interleaved 2 of 5 ２～４０桁 ４～４０桁 偶数で設定して下さい 

ＣＯＤＥ－９３ １～４０桁 同左  

ＣＯＤＥ－１２８ １～６４桁 同左  

ＭＳＩ １～４０桁 同左  

ＩＡＴＡ １～４０桁 同左  

 

2.7.7. 読取り方式の設定 

読取りコードの選択の他に、下記の読取り方式があります。 

（１） 読取り方式 
読取り方式 説  明 読取り終了条件 

単発読み 読取りキーを押下すると読取り可能状態となり、読取り完了後待

機状態（レーザが消灯し、バーコードの読取りができない状態）

となります 

・スキャン時間経過 

・読取り完了 

連続読み 読取りキーを押下している間、常に読取り可能状態 

（レーザが点灯し、バーコードの読取りが行える状態）となりま

す 

・前コード読取り完了後、スキャン

時間経過 

・指定読取り回数分の読取り完了

・読取りキー離し 

（２） スキャン時間 

読取りキー押下後の読取り可能時間を、「動作環境メニュー」または、データ管理部が提供する関数

で設定できます。（設定した時間を経過すると、自動的に読取り待機状態となります。） 

設定範囲：１～９秒 

（３） 読取り回数 

連続読みの場合の読取り可能回数を、「動作環境メニュー」または、データ管理部が提供する関数で

設定できます。（設定した回数分読取りを完了すると、自動的に読取り待機状態となります。） 

設定範囲：１～９回 

（４） 照合回数 

読取ったデータに対する信頼性を強化するための照合回数を、「動作環境メニュー」または、データ

管理部が提供する関数で設定できます。（設定された回数の読取りを行い照合します。） 

設定範囲：１～９回 

（５） チェックデジットの計算 

各コード毎に、チェックデジットの計算を有効／無効にすることができます。（ＮＷ－７は除きます。） 

（チェックデジットの計算 ： 誤読防止のためのチェックキャラクタと、コードごとの計算方式の結果

を照合します。） 

初期値：有効 

（６） 同一ラベルの二度読み防止 

連続読みにて読取りを行っている場合、二度読み防止のため同一ラベルを連続して読むことはできません。 
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2.7.8. 読取り完了時のブザー／ＬＥＤ制御 

（１） ブザー制御 

１コード毎の読取り完了を、ブザー音によって通知することができます。 

また、ブザー制御を無効にもできます。 

注意 ブザーの音量は、「環境設定メニュー」または、データ管理部が提供する関数によって設定す

ることができます。そのため、音量がゼロになっている場合は、ブザーは鳴りません。 

（２） ＬＥＤ制御 

１コード毎の読取り完了を、ＬＥＤの点灯によって通知することができます。 

モードによりＬＥＤ制御の無効や読取り正常の時のみＬＥＤ通知することができます。 

制御内容： 読取りコードが正常な場合、ＬＥＤを一定秒間緑色に点灯したのち、消灯します。 
読取りコードがエラーの場合、ＬＥＤを一定秒間赤色に点灯したのち、消灯します。 

エラー要因： Ⅰ．指定した桁数の範囲外のバーコードを読取った場合 
Ⅱ．チェックデジット指定時のチェックデジットエラー 
Ⅲ．CODE-39、CODE-93 における Full ASCII 変換エラー 

 

2.7.9. 格納先バッファの切替え 

バーコードデータの出力先をキーバッファに切替えることにより、読取ったデータをキー入力と同等に

扱うことができます。 

初期状態は、ＯＢＲバッファを設定しています。 

・初期状態                                ・キーバッファに切替え後 

 

  

 

 

 
 
 

切替え時点で、切替え元バッファ内に残っているデータは以下のようになります。 

バッファ 内 容 

ＯＢＲ 

バッファ 

保存します 

バッファ内のデータを使用しない場合は、切替えを行ってから、ＯＢＲバッファのクリアを指

示して下さい 

キー 

バッファ 

保存します 

 

2.7.10. 読取り動作の設定 

読取り方法で連続読みを指定している場合は次の動作切替えができます。 

（１） 通常読み 

１度オープンするとクローズするまで、連続して読取りが行えます。 

複数段バッファを使用して先読みを行えます。 

（他の段のバッファが取り込まれていない状態で、次の読取りが可能です） 

（２） 段数読み 

オープン後は、指定された読取り回数分の読取りが行えます。 

指定回数分の読取りが終わると、クローズ後、再度オープンするまで読取りは行えません。 

 

 
キー押下 キーバッファ

バーコード

読み込み 

ＯＢＲ 

バッファ 

 
キー押下 

バーコード

読み込み 

キーバッファ

ＯＢＲ 

バッファ 
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2.7.11. 動作モードの設定／参照 

バーコード入力の動作モード設定／参照には、以下の項目があります。 

・読取り可能コード設定 
・読取り桁数の設定 
・読取り方式の設定 
・読取り動作設定 
・出力フォーマット設定 
・終了コード設定 
・読取り完了時のブザー／ＬＥＤ制御の設定 
・読取りコード格納先の参照 

注意事項 ① バーコード読取りを行っている最中の動作モード設定による誤動作を防止するために、オ

ープン中の動作モード設定を禁止します。 

また、動作モード設定時、ＯＢＲバッファ内にデータが残っていないようにして下さい。 

② 設定パラメータ内にエラーを発見した場合、そのパラメータについては無効としますが、

引き続きパラメータ設定の処理を行います。 

（パラメータ内にエラーがあった場合、パラメータエラーを返します。） 

 

2.7.12. 文字／文字列の読込み 

① １文字リード 

ＯＢＲバッファの読出しポインタが示す位置にある 1 文字を読出します。 

② 文字列リード 

ＯＢＲバッファの内部管理が示す位置にあるデータから１ラベル（コード）分を読出します。 

 

2.7.13. その他の機能 

① ＯＢＲバッファの状態チェック 

ＯＢＲバッファのデータ格納状態をチェックし、バッファ内の残りバイト数と残り段数を通知します。 

② ＯＢＲバッファのクリア 

ＯＢＲバッファのクリアを行います。 

③ 読取りブザー音テーブルの設定 

ブザー音の周波数／音調が設定可能です。 

④ 読取りキー立上げモード設定／読出し 

読取りキー押下によるシステムの立上げのモードを設定または読出します。 

以下にモードによる状態を示します。 

モード ＯＢＲオープン状態 ＯＢＲクローズ状態

０ × × 

１ ○ ○ 

２ ○ × 

⑤ 異常動作の検出 

ＯＢＲの異常動作を検出した場合、レーザの電源をＯＦＦします。 

⑥ 制限事項 

同時に複数のバーコードにレーザを当てた場合は、どのバーコードが読取れたかを知る事はできません。 

 

 ○    ：立ち上げ可能 

 Ｘ    ：立ち上げ不可能 
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2.8. ユーザインタフェース 

2.8.1. 通知モード概要 

主電池電圧低下、主電池なし、ファンクションキー押下等の状態を｢通知モード｣に設定すると、各状態

が発生した場合、ユーザアプリケーションに通知します。 

（１） 文字列入力関数等、関数からの復帰情報(リターンコード)で通知 
 

(例)  通知モード設定後、文字列入力待ち状態のとき、要因が発生すると、文字列入力(関数)か

らユーザアプリケーションに復帰します。 このとき、関数のリターンコードでどの要因が発生

したかを知ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

（２） イベントフラグによる通知 

(例) 主電池電圧低下(LB1)発生の通知をセットしているときに LB1 が発生した場合、ユーザが

指定したイベントフラグの当該ビットを ON にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主電池電圧低下(LB1)通知セット 

文字列入力関数を呼び出し 

 主電池電圧低下

 (LB1)発生 

 文字列入力処理 

 主電池電圧低下に対応する 

 処理を実施 

ユーザアプリケーション 

キー関数 

 主電池電圧低下(LB1)通知セット 

 イベントフラグチェック 

 他の処理を実行 

 主電池電圧低下に対応する 

処理を実施 

主電池電圧低下

(LB1)発生 

LB1 発生

通知なし 

ユーザアプリケーション 
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（３） 電源通知モード設定／解除 

通知モードが指定された時は､指定されているイベントを設定します｡ 

通知モードが設定されている時と解除状態（通常処理）では処理が異なります｡ 

以下の項目の通知が可能です。 
 

Ｎｏ 名 称 通常処理 通知モード処理 通知タイミング 備考

１ 電源ＯＦＦキー 

（ＬＢ５） 

電源 OFF 処理 電源 OFF しない 

イベント設定 

発生時  

２ 主電池なし 

電池蓋外し 

（ＬＢ０） 

電源 OFF 処理 電源 OFF 処理 

イベント設定 

次回立上げ時  

３ ＡＰＯ 

（ＬＢ４） 

電源 OFF 処理 電源 OFF しない 

イベント設定 

発生時  

４ 主電池電圧低下警告 

（ＬＢ１） 

シンボル表示 シンボル表示 

イベント設定 

発生時 ※１

５ ＩＯボックス接続 

 

何もしません イベント設定 発生時  

※１ 通知設定がされていても警告状態から復帰した場合、設定したイベントを消します。 

（４） 電源通知イベントクリア 

電源通知モード設定で設定されたイベントが通知された後、そのイベントをクリアする場合に使用しま

す。 

通知されたイベントを本関数でクリアしない場合、キー待ちなどの動作が正常に行えません。 

（５） 電源ＯＦＦコマンド 

本関数をアプリケーションから CALL することで電源 OFF 処理を行います。 
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2.8.2. ユーザ通知項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.8.3. 通知モード時の動作 

通知モードが設定されている場合の動作を以下に示します。 

 

通知項目 発生時の動き 通知タイミング ※ 

電池なし(LB0) 

電池蓋外し 

・ 直ちに電源を OFF にします 

・ 文字入力/バーコード読取り待ちから復帰します 

・ 通信受信待ちから復帰します 

次回電源 ON 2 

主電池電圧低下(LB1) ・ システムの設定に従って、警告メッセージを表示

します 

・ 文字入力/バーコード読取り待ちから復帰します 

・ 通信受信待ちから復帰します 

即時 1 

自動電源 OFF(APO:LB4) ・ 自動電源 OFF 時間を設定し直します 

・ 文字入力/バーコード読取り待ちから復帰します 

・ 通信受信待ちから復帰します 

即時 2 

電源キー押下(LB5) ・ 電源キーチャタ取り監視後、LB5 が確定します 

・ 文字入力/バーコード読取り待ちから復帰します 

・ 通信受信待ちから復帰します 

確定後 2 

ユーザファンクション 

キー 

・ 文字入力/バーコード読取り待ちから復帰します 

・ 通信受信待ちから復帰します 

即時 2 

バーコード読取り完了 ・ 文字入力/バーコード読取り待ちから復帰します 即時 2 

ＩＯボックス接続 ・ 何もしない 即時  

(※1) 初回発生時のみ通知します(発生中は通知しません)。 

電圧復帰後 再度発生した場合は、初回発生となります。 

(※2) 発生する毎に通知します。 

 

 

ユーザ通知項目 LB 関係 主電池なし／電池蓋外し (LB0) 

主電池電圧低下 (LB1) 

自動電源 OFF(APO)発生 (LB4) 

電源キー押下 (LB5) 

キー関係 ファンクションキー（Ｆ１～Ｆ５） 

バーコード読取り完了 

ＩＯボックス検出 
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2.8.4. イベントフラグ 

通知モード中に通知事象が発生した場合、ユーザアプリケーションが指定した ID のイベントフラグを

ON にします。 

 

イベントフラグ 

種類 

イベント内容 

ＬＢ ①主電池なし     

②主電池電圧低下 

③自動電源ＯＦＦ 

④電源キー押下  

(LB0) 

(LB1) 

(LB4) 

(LB5) 

キー ①ユーザファンクションキー  （個別通知） 

その他 ①ＩＯボックス装着検出  

 

2.8.5. 特記事項 

（１） イベントフラグのビット ON/OFF について 

① ビット ON 

各事象が発生した場合、システム側でビットを ON(1)にします。 

② ビット OFF 

ユーザアプリケーション側でビットを OFF(0)にします。 

③ ビット ON 中の動き 

各事象通知(ビット ON)後、ユーザアプリケーションでビットを OFF しない限り同一事象発生中と

みなします。 

 

(例) 主電池電圧低下(LB1)を通知モードにセット後、文字入力待ち(関数)呼び出し。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 LB1 のイベントフラグが OFF にされ

ていないので、LB1 発生にて文字 

入力関 数から復帰 

文字入力待ち状態になるために

は、LB1 のイベントフラグを OFF

にしなければなりません。 

主電池電圧低下(LB1)発生。 

(指定されたイベントフラグのビ

ットを ON) 

 文字入力待ち(関数)呼び出し 

 LB1 に対応するユーザ処理を実行 

 文字入力待ち(関数)呼び出し 

 LB1 通知モード設定 

 LB1 発生にて文字入力待ちから復帰
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2.9.  タイマ／ブザー 

2.9.1. 概要 

（１） タイマ 

２つのタイマがをサポートされます。 

 

 

 

 

（２） ブザー 

  ３種類のブザーがサポートされます。 

 

 

 

 

 

 

※ 鳴らす/鳴らさない、音の大きさ(オフ/小/中/大)は、｢動作環境メニュー｣または、データ管理部が

提供する関数で設定できます。 

 

2.9.2. タイマ 

（１） タイマ１ 

指定した時間経過毎に指定されているイベントフラグの指定ビットを ON にします。 

項  目 仕  様 

最小単位 1 秒 

最大 3600 秒(1 時間) 

誤差 要求時間＋（最大１秒） 

最大登録数 10 

タイムアウト時

の処理 

指定時間経過毎に、指定されたイベントフラグの指定ビットを

ON(1)にします 

【使用例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(※1) 繰り返しタイマ監視する必要がある場合は、イベントフラグをクリアしてください。 

クリアせずにイベントフラグ ON 待ち(wai_flg)を行った場合は、即復帰します。 

(※2) 繰り返しタイマ監視を行う場合、タイムアウト処理は要求した時間以内に収まるように作成し

ます。 

 タイマ  タイマ 1  (最小 1sec) 

 タイマ 2  (最小 31.25msec)

タイマ関数 

 

 

 

 

 

 
 

        タイマが削除されるまで繰返します。 

イベントフラグクリア 

タイマ 1 を 10 秒で登録 

 イベントフラグ ON 待ち 

 10 秒経過 

 指定イベントフラグのビットを ON

タイマ１登録削除 (※1) 

 タイムアウト処理を実施(※2) 

ユーザアプリケーション 

ブザー  エラービープ音 

 サウンド音発生 

 キークリック音発
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（２） タイマ２ 

指定した時間経過毎に指定されているイベントフラグの指定ビットを ON にします。 
 

項  目 仕  様 

最小単位 31.25 ミリ秒 

最大 115200(1 時間) 

誤差 要求時間＋(最大 31.25 ミリ秒) 

最大登録数 10（内２つをシステムで使用） 

タイムアウト 

時の処理 

指定時間経過毎に、指定されたイベントフラグの指定ビットを

ON(1)にします 

【使用例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(※1) 繰り返しタイマ監視する必要がある場合は、イベントフラグをクリアしてください。 

クリアせずにイベントフラグ ON 待ち(wai_flg)を行った場合は、即復帰します。 

(※2) 繰り返しタイマ監視を行う場合、タイムアウト処理は要求した時間以内に収まるように作成

します。 

2.9.3. ブザー 

（１） エラービープ音 

ロック中のキー押下、エラー発生時等に鳴らします。また、アプリケーションでも使用することができ

ます。 

項目 仕  様 

周波数 3000Hｚ 

長さ 100 ミリ秒 

回数 １回 

（２） サウンド音 

周波数、長さを指定して音を鳴らします。 

項目 仕  様 

周波数 0,128～4095Hz 

長さ 0～160（×25 ミリ秒） 

回数 １回 

（３） キークリック音 
項目 仕  様 

周波数 2600Hz 

長さ 50 ミリ秒 

回数 １回 

 

2.9.4. 特記事項 

ブザーには、優先順位があります。 

優先順位が高い音が鳴っている場合、優先順位の低い音は鳴りません。 

優先順位 ブザー種別 

高い エラービープ音 

中間 サウンド音 

低い キークリック音 

タイマ関数 

 

 

 

 

 

 

        タイマが削除されるまで繰返します。

イベントフラグクリア 

タイマ 2 を 32(1 秒)で登録 

イベントフラグ ON 待ち 

 31.25 ミリ秒 32 回経過 

指定イベントフラグのビットを ON 

タイマ２登録削除(※1) 

タ イ ム ア ウ ト 処 理 を 実 施

ユーザアプリケーション 
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2.10.  保守機能 

2.10.1. 概要 

OS を保守するために、パッチ機能とＯＳ自動書換え機能を用意しています。 

（１）パッチ機能 

提供するパッチファイル（PATCH001.LOD）をＡまたはＢドライブに転送すると、パッチの内容に従いＯ

Ｓ動作の不具合の修正などを行います。 

（２）ＯＳ自動書換え機能 

提供する代替ＯＳファイル（REP300OS.BIN）を専用エリアに転送すると、現在動いているＯＳに代わっ

て動作します。（バージョンアップ） 

 

2.10.2. パッチ機能 

関数の単位で不具合の修正を行います。従って、修正した関数以外はＯＳのものがそのまま動作してい

ます。 

パッチファイルは、Ａ、Ｂどちらのドライブに入れてもかまいません。 

Ａ、Ｂドライブ両方にパッチファイルを入れた場合は、Ａドライブのものが有効になります。 

パッチファイルがＡまたはＢドライブにない場合は、アプリケーションの起動ができません。アプリケ

ーションのインストールファイルの 1 つとして必ず本体に転送してください。 

 

2.10.3. ＯＳ自動書換え機能 

アプリケーションでＯＳのバージョンチェックを行い、ＯＳの更新が確認できた場合にＯＳ自動転送処

理を呼んでいただくことで実現できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OS 書換え処理コール 

sub_reset(SUB_OS_REPLACE); 

 現在の OS バージョンと比較 

アプリケーション起動 

 初期画面表示 

ユーザアプリケーション 

新 OS 確認

 IOBOX 内に入っている OS の 

 バージョンを取得 

 OS 自動書換え処理 

OS 更新なし
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2.11.  提供ユーティリティ 

2.11.1. システムメニュー 

（１） 概要 

① 業務アプリケーションの起動 

ダウンロード済みの業務アプリケーションを起動します。 

（アプリケーションがダウンロードされてない場合、警告のメッセージが表示されます） 

② 動作環境メニューの起動 

動作モード設定（動作環境メニュータスク）を起動します。 

③ 日付／時刻の設定 

日付と時刻の設定を行います。 

④ 転送 

 (a) ＡＰインストール 

ＰＣからアプリケーションおよびファイルの受信を行います。ＰＣとＨＴの通信はＩＯＢＯＸを 

介して行われます。 

ＰＣからＩＯＢＯＸに送りたいファイルとスクリプトファイルを送信してください。スクリプトフ

ァイルによってＩＯＢＯＸからＨＴへファイルの送信が行われます。 

(2.11.2 スクリプト機能参照） 

 

（b） 子機作成（本体間通信） 

Ⅰ 子機作成受信：指定ドライブのコピー（受信）処理を行います。 

Ⅱ 子機作成送信：指定ドライブのコピー（送信）処理を行います。 

 

(c) ファイル転送 

ＰＣへファイルを送信します。ＰＣとＨＴの通信はＩＯＢＯＸを介して行われます。 

ＩＯＢＯＸに送りたいファイルを送信します。（スクリプトファイルによって）次にＩＯＢＯＸか

らＰＣにファイルを送信します。 

（2.11.2 スクリプト機能参照） 

 

(d) ドライブ初期化 

指定されたドライブのフォーマットを行います。 

(e) メモリサイズ変更 

アプリケーション領域サイズの変更を行います。 

（f）転送プロトコル 

ファイル転送プロトコルは高速ＩＯプロトコルです。。 

 

 

⑤ バージョン表示 

ＫＣＧ／ＦＲＯＭ ＯＳ／ＰＡＴＣＨの各バージョンを表示します。 
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2.11.2. スクリプト機能 

DT-365IO（以下、IOBOX）にはデータをキャッシュできるＲＡＭとＦＲＯＭがあります。ＰＣから IOBOX にスク

リプトファイルを転送することでＨＴと IOBOX 間の通信、ファイル操作等の機能を利用できます。 

 

（１） 機能 

機能 内容 

ファイル送信 ＨＴ内の指定ファイルをＩＯＢＯＸの指定したメモリに送信します。 

ファイル受信 ＩＯＢＯＸ内の指定ファイルをＨＴの指定したドライブ/ディレクトリ

に受信します。 

ファイル削除 ＩＯＢＯＸ内の指定ファイルを削除します。 

フォーマット ＩＯＢＯＸ内の指定したメモリをフォーマットします。 

 

（２） 記述コマンド 

ＣＯＮＦＩＧ．ＨＩＯファイル（スクリプトファイル）に以下のコマンドで記述してください。 

機能 コマンド 

ファイル送信 /S  送信ファイル名(フルパス)  受信メモリ 

ファイル受信 /R  受信ファイル名 受信先ドライブ/ディレクトリ 

ファイル削除 /D  削除ファイル名 

フォーマット /F  フォーマット指定メモリ 

 

（３） ＣＯＮＦＩＧ．ＨＩＯファイル記述例 

/S A:¥dat¥test1.dat A:¥  ① 

/R B:¥test2.dat B:¥   ② 

/D A:¥test3.dat    ③ 

/F B:¥      ④ 

 

①HT の A ドライブにある、dat ディレクトリ内の test1.dat ファイルを、IOBOX の RAM に送信します。 

②IOBOX の FROM にある、test2.dat ファイル（複数ある場合は最新ファイル）を、HT の B ドライブに受信し

ます。 

③IOBOX の RAM にある、test3.dat ファイル（複数ある場合はすべての候補ファイル）を削除します。 

④IOBOX の FROM をフォーマットします。 

 

（４） 使用方法 

（準備） 

①スクリプトファイル（ＣＯＮＦＩＧ．ＨＩＯファイル）をＰＣからＩＯＢＯＸのメモリ（ＲＡＭまたはＦＲ

ＯＭ）に送信する。 

②ＩＯＢＯＸからＨＴにファイルを送信したいときにはＩＯＢＯＸにファイルを用意しておきます。 

また、ＨＴからＩＯＢＯＸにファイルを送信したいときにはＨＴにファイルを用意しておきます。 

 （実行） 

③ＨＴをＩＯＢＯＸに設置します。 

④システムメニューから「ＡＰインストール」または「ユーティリティ」→「ファイル転送」を選択します。 

⑤通信がはじまり、ＨＴはＩＯＢＯＸからスクリプトファイルをＡドライブに受信し、記述内容を実行します。 

⑥スクリプトファイルの実行が終わると通信が終了します。 

※ ＩＯＢＯＸ内に複数のスクリプトファイルがある場合には最新の日時のものが自動的に選択され

ます。 

※ ＡＰインストールではファイルチェックを行います。 

 

（５） エラーコード 

スクリプト実行時にエラーが生じた場合にはファイル転送画面にエラーが表示されます。エラー詳細は「通信

ユーティリティ使用時のエラー」を参照してください。 
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（２） システムメニュー画面遷移 

 

1 1 1

2 2
2

3

3

4 3 1

2 1 1+決定
5

4 3 入力+決定

システムメニュー

1:APキドウ

2:モードセット

3:ヒヅケ/ジコク

4:テンソウ

5:バージョン

ヒヅケ/ジコク

2001/09/06

 10:06

 2001/0/06

  10:06

テンソウ

1:APインストール

2:コキサクセイ

3:ユーティリティ

4:プロトコル      HIO

APキドウ

キドウシテモヨロシイ

デスカ?

ENT:ハイ

CLR :イイエ

APインストール

ジュシン(IR)

ｘｘｘｘｘｘｘｘ．ｘｘｘ

***・・・・・・・　30%

コキサクセイ

1:ソウシン

2:ジュシン

3:テンソウドライブ     A

モードセット

1:カンキョウ

2:ヒョウジモード

3:バーコード

4:IDセッティ

コキサクセイ

ソウシン(IR)

ｘｘｘｘｘｘｘｘ．ｘｘｘ

***・・・・・・・　30%

ドライブフォーマット

Ａ ドライブ

***・・・・・・・　30%

ファイルテンソウ

ジュシン(IR)

ｘｘｘｘｘｘｘｘ．ｘｘｘ

***・・・・・・・　30%

メモリヘンコウ

XXXXKニヘンコウシテモ

ヨロシイデスカ?

ENT:ハイ

CLR :イイエ

メモリヘンコウ

ヘンコウサイズ

 XXXX-XXXX

(        )K

タンイ:16KB

Aドライブフォーマット   　　　　2

フォーマット シテモ

ヨロシイデスカ ？

1:ハイ　2:イイエ

ドライブフォーマット

1:A ドライブ

2:B ドライブ

プロトコル     　　　2

1:FLINK

2:高速IO

ユーティリティ

1:ファイルテンォウ

2:ドライブフォーマット

3:メモリサイズヘンコウ

テンソウドライブ     　　　　　1

1:A　　ドライブ

2:B     ドライブ

3:A+B ドライブ

コキサクセイ

ソウシン(IR)

ｘｘｘｘｘｘｘｘ．ｘｘｘ

***・・・・・・・　30%

<<OS VERSION>>

 KCG    OS:1.00

 FROM   OS:1.00

 PATCH  OS:1.00

Push Any Key!!!
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2.11.3. 動作環境メニュー 

（１） 各種設定 

① 環境設定 

設定項目 設定内容 

ＡＰＯ(自動電源オフ)時間の設定 APO しない／１ ～ ５９分 

ＡＢＯ(自動バックライトオフ) 

時間の設定 

ABO しない／１０ ～ ５９秒 

キークリック音の設定 有効／無効 

ブザー音量の設定 オフ／小／中／大 

② 表示モード設定 

設定項目 設定内容 

表示フォントサイズの設定 ６／８／１０ ドットフォント 

表示フォントタイプの設定 標準ＡＮＫ／強調ＡＮＫ 

表示メッセージ言語 日本語／英語 

③ バーコード設定 

設定項目 設定内容 

読取り回数の設定 １ ～ ９ 回 

照合回数の設定 １ ～ ９ 回 

スキャンタイムアウトの設定 １ ～ ９ 秒 

④ ＩＤ設定 

設定項目 設定内容 

装置ＩＤの設定 ６桁の数字 

代理店ＩＤの設定 ６桁の英数字（ＡＰ不正使用防止用） 
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（２） 動作環境メニュー画面遷移 

 

1 1

2

3

4

9

2 1 1

2 2

カンキョウ

1:APOジカン          10

2:ABOジカン          15

3:キークリックオン  オン

4:ブザオン        ショウ

モードセット

1:カンキョウ

2:ヒョウジモード

3:バーコード

4:IDセッティ

APOジカン　　　   　　10

　00-59

   （　 ）フン

ABOジカン　　　　　　　15

　00/10-59

       （　 ）ビョウ

キークリックオン       1

1:オン

2:オフ

ブザオン               1

1:ショウオンリョウ

2:チュウオンリョウ

3:ダイオンリョウ

4:オフ

レジューム             1

1:オン

2:オフ

ヒョウジモード

1:フォントモード

2:メッセージ     ニホンゴ

フォントモード

1:サイズ　　8ドット

2:タイプ   ヒョウジュン

フォントサイズ          2

1:  6ドット

2:  8ドット

3:10ドット

フォントタイプ        1

1:ヒョウジュン ANK

2:キョウチョウ ANK

メッセージモード       1

1:ニホンゴ

2:エイゴ

1 
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3 1

2

3

4 1 入力＋実行

2 入力＋実行

バーコード

1:ヨミトリカイスウ　  1

2:ショウゴウカイスウ  3

3:タイムアウト        4

ヨミトリカイスウ       1

　カイスウ    1-9

　　　　　　  (  )

ショウゴウカイスウ      3

　カイスウ    1-9

　　　　　　  (  )

タイムアウト          4

　サイダイ 1-9

　　　　　　(  )

ＩＤセッティ

1:ソウチID

2:ダイリテン ID

ソウチ ID

　                XXXXXX

　

ＩＤ NO   （　　　　　　)

ソウチID

              　XXXXXX

セッティテモヨロシイ

 デスカ?

ENT:ハイ

CLR :イイエ

ダイリテン ID

　

　

　ＩＤ NO （　　　　　　)

ダイリテン ID

　

　ＩＤ NO

（******)

*ネンノタメサイド

ニュウリョクシテクダサイ

 
 

 

 

1 
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2.12. 提供サンプル 

2.12.1. 概要 

本機のキーには、“０”キーの上に「キーロック」、“１”キーの上に「英字」と印字されています。しかし、OS デフォルトでは

“０”、“１”のキーを入力しても「キーロック」または「英字」に切り替わる機能はありません。そこで、サンプルとして“Ｆ”（ファン

クション）キー入力後に“０”または“１”キーを入力することで「キーロック」、「英字」機能を含むサンプルソース smp_key.c とイ

ンクルードファイル smp_key.h を提供します。 

2.12.2. 構成 

サンプルソースには、上記機能を追加した文字列入力関数 key_string3(key_string3 関数本体)と key_string3

を使用したメイン処理 (ap_start 関数)が含まれています。 

2.12.3. key_string3 関数の機能 

key_string3 は“０”キーの上に表示されているキーロックと“１”キーの上に表示されている英字モードにキ

ー操作で切り替える機能を含んだ文字列入力関数です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のキー入力により、文字入力状態とキーロック状態が変化します。  

※数値入力が初期状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期状態  

・数値入力モードでキーロック解除の状態からはじまります。（ユーザーが key_string3 関数前に英字入力モード

を設定していても数値入力モードからはじまります。） 

英字  

キーロック  

数値入力  英字入力

キーロック

F キー → 0 キー F キー → 0 キー 

F キー → １キー
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終了状態  

・数値入力モードで終了します。（英字入力モードで入力していても、key_string3 関数を終了するときに数値入

力モードに設定しているため数値入力モードで終了します。） 

数値入力・英字入力  

・英字入力モードでは画面左下に S アイコンが点灯します。 

・数値キー（0～9）では数字または英字が入力されます。 

・戻るキーは 1 文字戻る動作します。 

・クリアキーは文字列を消す動作をします。 

・決定キーで key_string3 を終了します。 

・F と０を続けて入力するとキーロック状態になり、F と１を続けて入力すると入力状態が変わります。（※1） 

※1 F を入力してから０、１以外のキーを入力したときには以下の動作をします。 

クリア     ... F を入力した状態は解除され、入力状態は F を入力したときの状態と変わりません。クリアの処

理は行われません。ただし、key_string3 のパラメータに KEY_CLR_EXT が指定されていた場合

はリターンコード E_KEY_CLR で通知し、キー入力関数は終了します。 

戻る、F キー...  F を入力した状態は解除され、入力状態は F を入力したときの状態と変わりません。戻るの処理

は行われません。 

決定キー   ... 入力が確定してキー入力関数は終了します。 

その他のキー... F を入力した状態は解除され、入力状態は F を入力したときの状態と変わりません。入力キーを

表示します。 

キーロック状態  

・赤色 LED が点灯します。（※2） 

・キーロック状態では F キー以外は入力できません。 

・キーロック状態で F、０を続けて入力するとキーロックが解除され元の入力モードに戻ります。 

・キーロック状態で F に続けて０以外のキーを入力するとキーロック状態に戻ります。 

※2 キーロック状態で別のアイコンを表示させたい場合にはアイコンファイルを外字ファイルで登録し、表示関数

で表示してください。LED を点けたままにすると、電池を消耗します。 

 

2.12.4. key_string3 関数のインターフェース 

smp_key.h を作成するアプリケーションと同じフォルダにコピーしてください。作成するアプリケーションには

smp_key.c の key_string3 関数をコピーして必要なインクルードファイルを読み込んでください。（ソースファイ

ル参照）key_string3 関数は ap_start 内でを呼び出し使ってください。key_string3 関数を使うときの関数インタ

ーフェースは次です。 
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●インターフェース（文字列入力関数 key_string と同じです） 

[関数書式] 

#include <string.h> 

#include "smp_key.h" 

ER ercd = key_string3(KEY_INPS *keyenv, UB* string) 

[パラメータ] 

KEY_INPS *keyenv :動作内容の先頭アドレス 

UB *string  :入力文字列格納エリアアドレス（入力桁数＋１必要） 

[リターンパラメータ] 

ER   ercd :リターンコード 

[ストラクト構造] 

typede struct st_key_inps{ 

 UB ext;  /*  リターン条件（OR 指定）     */ 

/*KEY_INT EXT  :イベント通知キー押下  */ 

     /*KEY_LB_EXT  :LB 発生終了     */ 

     /*KEY_OBR_EXT  :バーコード読み込み完了  */ 

     /*KEY_CLR_EXT  :CLR キー押下    */ 

     /*KEY_IO_EXT  :IO ボックス検出    */ 

     /*KEY_FULL_BEEP  :入力領域フルで BEEP 音(※3) */ 

     /*KEY_FULL_CHR  :入力領域フルで処理終了  */ 

/*KEY_NON_EXT  :リターン条件なし   */ 

 UB echo;  /*エコーバック指定        */ 

     /*ECHO_ON   :エコーバックあり   */ 

     /*ECHO_OFF   :エコーバックなし   */ 

 H  font_size /*フォントサイズ        */ 

     /*LCD_ANK_LIGHT  :縮小 ANK     */ 

     /*LCD_ANK_STANDARD :標準 ANK     */ 

 H  type;  /*型指定（OR 指定）        */ 

     /*LCD_ATTR_NORMAL :通常      */ 

     /*LCD_ATTR_REVERS :反転      */ 

     /*LCD_ATTR_WIDTH :強調      */ 

 UH  len;  /*入力文字数（半角）       */ 

 UH  column_pos; /*入力桁座標         */ 

 UH  line_pos; /*入力行座標         */ 

 UH  column_len; /*入力文字位置（半角）       */ 

 UH  clr_type; /*数値入力用予約領域（※4）      */ 

    }KEY_INPS; 

[リターンコード] 

 E_OK  :正常終了 

 E_KEY_INT :イベント通知キー押下検出 

 E_KEY_LB :LB 発生検出 

 E_KEY_OBR :バーコード読み込み完了検出 

 E_KEY_CLR :クリアキー押下検出 

 E_KEY_FUL :入力領域フル終了 

 E_KEY_IO :IO ボックス検出 

 E_PRM  :パラメーターエラー (※5) 

※3 「入力領域フルで BEEP 音を指定すると BEEP 音は鳴りますが終了はしません。 

※4   clr_type は数値入力用です。テーブル構造を同一にするために入れてあります。  

※5   以下の項目に対してパラメータチェックをしています。チェック項目②、③、⑤は 

  エコーバックあり設定のときのみチェックしています。 

  チェック項目    （パラメーターエラーになる場合） 

① エコーバック指定    （エコーバックあり、なし以外） 

② フォントサイズ     （縮小 ANK、標準 ANK 以外） 

③ 型指定      （通常、反転、強調それぞれと、その OR 以外） 

④ 入力文字数     （文字数が０） 

⑤ 入力桁、行座標     （画面の範囲外） 

⑥ 文字列格納エリアの初期値 （NULL が入っていないとき）※6 

※6 str が格納配列の場合には str[0]～str[文字列の長さ]に NULL が入っているか調べます。また、初期文

字列がない場合も文字列の先頭に NULL を入れないとエラーになるので注意してください。 
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●入力切り替えのみ使用する場合 

入力切替のみを使用する場合には key_string3 プログラム中の以下の斜線部分 2 箇所を削除またはコメントア

ウトしてください。 

num_f_state、str_f_state 関数の 

if(rt == '0') { 

KEY3_status=NUM_KEYLOCK;（または STR_KEYLOCK） 

end = CONT; 

}  

else if(rt == '1') {    

 ．．． 

echo_control2 関数の 

if((keyrt == '0') || (keyrt == '1') || (keyrt == BSCODE) || (keyrt== CLRCODE) || (keyrt== ENTCODE) || 

(keyrt==KEY3_fcode)){   

KEY3_swec_key.echo = ECHO_OFF;   

} 

 

●キーロックのみ使用する場合 

キーロックのみを使用する場合には key_string3 プログラム中の以下の斜線部分 2 個所を削除またはコメント

アウトしてください。 

num_f_state 関数の 

if(rt == '0’) { 

 ．．． 

} 

else if(rt == '1') {  

KEY3_status = STR; 

key_setInputMode(STRING_INPUT_SET);  

 end = CONT; 

} 

echo_control2 関数の 

if((keyrt == '0') || (keyrt == '1') || (keyrt == BSCODE) || (keyrt== CLRCODE) || (keyrt== ENTCODE) || 

(keyrt==KEY3_fcode)){   

KEY3_swec_key.echo = ECHO_OFF;   

} 

 

2.12.5. key_string との違い 

＊キーロックと英字、数値入力切替の機能があります。 

＊パラメータチェックが key_string と違います。（2.12.4 のインターフェース参照） 

＊入力できる範囲は行内のみで、改行はしません。 

＊入力領域が画面の最右下の座標までくると、画面がスクロールしてしまうので、入力座標に画面右下の座標

は使用しないでください。（例：８ドット表示では、(13,7)の座標）  
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3. 拡張機能 

3.1. ＩＯボックス 

 

ＩＯボックスは、ＤＴ－３００との赤外線（ＩｒＤＡ）インタフェースを使用した通信を行うために使

用します。 

ＩＯボックスを用いて行う処理は、以下の通りです。 

Ⅰ アプリケーションプログラムのダウンロード処理 

Ⅱ 業務データのダウンロード処理 

Ⅲ 業務データのアップロード処理 

ＩＯボックスの種類を下記に示します。 

機種名 主な仕様 

DT-365IO ＰＣインタフェース ：ＲＳ－２３２Ｃ（最大 115.2kbps） 

           ＵＳＢ１．１ （最大 12Mbps） 

連鎖用インタフェース：ＲＳ－４２２接続で最大３０台  

DT-364IO ＰＣインタフェース  ：ＲＳ－２３２Ｃ（最大 115.2kbps） 

                    ＵＳＢ１．１   (最大 4Mbps) 

連鎖用インタフェース：ＲＳ４２２接続で最大７台  
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4. アプリケーションの開発 

4.1. 開発機器の構成 

4.1.1. ハードウェア環境 

         

 

4.1.2. ソフトウェア環境 

・ ＳＨシリーズ（日立製）ＣＰＵ用のＣコンパイラおよび、開発環境を使用します。 

コンパイラ動作環境（日立推奨） 

ＣＰＵ ８０３８６ＳＸ 以上 

メモリ メインメモリ６４０Ｋバイト ＋ プロテクトメモリ３Ｍバイト以上 

（推奨５Ｍ以上） 

ＯＳ IBM-DOS Ver J4.05/V 以上または同等以上の MS-DOS 

ディスク 空き容量３Ｍバイト以上 

・ 提供する関数群（外部シンボル）の定義ファイルを用いることにより、単独でコンパイル／リンクし

ます。 

  （ＯＳ／ＢＩＯＳの実体とはリンクしません） 

・ アプリケーションインストール用ユーティリティ （開発必要） 

・ ＳＨ－Ｃ漢字コード変換プログラム（ＫＪ＿ＣＮＶＲＴ．ＥＸＥ） 

・ Ｓタイプオブジェクト変換ツール（ＣＮＶＳ．ＥＸＥ） 

・ エディタ（市販ユーティリティ） 

 

対応ＰＣ：ＩＢＭ  ＰＣ／ＡＴ互換機  

詳細は、ＳＨ－Ｃコンパイラマニュアルを  

参照してください。  
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4.2. アプリケーション開発の流れ 

 

 

ダウンロードファ

イル (*.LOD) 

エディタ ① エディタを使ってソースプログラムを作成します。 

② 作成したソースファイルを、ＳＨ－Ｃ漢字コード変換する 

プログラムに通します。 
ＳＨ－Ｃ漢字コード

ソースファイル 関数群定義ファイル 

ＳＨシリーズＣコンパイラ ③ 変換後のソースファイルと関数群定義ファイルより、 

オブジェクトファイルを作成します。 

オブジェクトファイル ＳＨ－Ｃ標準ライブラリ 

Ｈシリーズリンケージエディタ 
④ 作成したオブジェクトファイルとＳＨのＣ標準ライブラリから、 

ロードモジュールを作成します。 

ロードモジュール

Ｓタイプオブジェクト (*.MOT，*.MAP) 

オブジェクト変換 ⑤ ロードモジュールをＳタイプオブジェクト変換ツールで、 

ダウンロード用データ形式に変換します。（CNVS.EXE） 

⑥ アプリケーションインストール用ユーティリテ

ィを使用して、Ｓタイプオブジェクトを実機にロー

ドします。 

アプリケーション 

⑦ 動作確認を行います。アプリケーションを修正する場合は、①から繰り返します。

ＨＩＯプロトコル 

APCNVY.COM 

ＨＩＯプロトコル 

ＩｒＤＡ 

ＩＯボックス(DT-365IO) 

ＰＣ 

ＦＬＩＮＫプロトコル 

ＦＬＩＮＫプロトコル 

ＩｒＤＡ 

ＩＯボックス(DT-364IO) 
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4.3. アプリケーションダウンロード環境 

アプリケーションのダウンロードは、以下の環境で行い、ＰＣ側には、DT-365IO 用集配信プログラムが

必要です。 

 

（１） PC 接続(HIOWIN による接続) 

 

                                             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

（２） PC 接続(LMWIN による接続) 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

RS-232C 

または 

USB 1.1 RS-422

最大連鎖可能台数＝30 台 

DT-365IO 用 

集配信プログラム 

連結コネクタ

連結コネクタでの最大連鎖可能台数＝5 台

RS-232C 

RS-422

最大連鎖可能台数＝８台 

サテライトＩＯ 

ＦＬＩＮＫ 
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（３） 本体間接続（ＩｒＤＡ） 

 

                              

 

 

 

 

))))))))))))))))  (((((((((((((((((

IrDA 1.1 
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5. トララブルシューティング 

5.1. 電源 ON 時のエラー 

電源を ON にすると、本体内 RAM、FROM のチェック処理を行ないます。 

異常が発生した場合、電源 ON 処理を中止し、赤 LED の点灯と、エラーメッセージ表示を行ないます。 

 

5.1.1. OS ロードエラー（ＯＳ未ロード状態） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源キーを押下するか、一定時間(5 分)なにも操作しないでいると、電源を OFF します。 

また、電源キーの押下を待っている間に、ローバッテリが発生したり、INIT スイッチを押した時も電源

を OFF します。 

 

※ OS ロードエラーの解除 

・システム管理者に連絡し、ＯＳの再インストールを行ってください。 

 

 

 

 

 OS NOT Loading 

 

 

 

 

 Push PW Key 
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5.2. システムエラー 

システムエラーが発生した場合、エラーメッセージを表示しそれ以上動作できないようにします。 

5.2.1. エラーメッセージ表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源キーの押下にて、電源を OFF にします。また、一定時間(5 分)無操作の場合も電源を OFF にします。 

※ システムエラーの解除 

INIT スイッチによるリセット立上げまたは、OS ロード後の立上げにより解除されます。 

 

5.2.2. エラーコード表 

ＥＲＲ ＫＩＮＤ ＣＯＤＥ エラーの内容 

0 以下 00000000 00000000 カーネルにて異常を検出 

（処置）修理に出してください 

00000001 00000000 ベクター番号 未定義割込が発生した 

（処置）修理に出してください 

00000002 

 

アドレス 1 

前の 

アドレス 

 

アドレス 2 

割込発生時

点 

 

一般不当命令の実行 

 ･ 遅延分岐命令直後以外で、未定義命令を実行した 

 

（処置）ＡＰの不具合の可能性もあるので以下の個所を見直してください 

  ・ＡＰリンク時に 105 UNDEFINED EXTERNAL SYMBOL が出ていない事を

確認 

00000003 

 

 

アドレス 1 

前の 

アドレス 

 

アドレス 2 

割込発生時

点 

 

スロット不当命令の実行 

 ･ 遅延分岐命令直後に、未定義命令を実行した 

 

（処置）修理に出してください 

00000004 

 

 

アドレス 1 

前の 

アドレス 

 

アドレス 2 

割込発生時

点 

 

CPU バス異常を検出 

 ①奇数アドレスから命令をフェッチした 

 ②内蔵周辺モジュール空間から命令をフェッチした 

 ③ワードデータを奇数アドレスよりアクセス 

 ④ロングワードデータをロングワード境界以外からアクセス 

 ⑤ロングワードデータを、8Bit の内蔵周辺モジュール空間でアクセス 

 

（処置）ＡＰの不具合の可能性もあるので以下の個所を見直してください 

・配列で確保されているエリアで書込み／読出しをする場合、上記③④の

条件に合うような記述がないか確認 

 ポインタ変数によるアクセスも同様の記述がないか確認 
00000005 アドレス 1 

前の 

アドレス 

 

アドレス 2 

割込発生時

点 

 

DMA バス異常を検出 

 ･ ワードデータを奇数アドレスよりアクセス 

 ･ ロングワードデータをロングワード境界以外からアクセス 

 ･ ロングワードデータを、8Bit の内蔵周辺モジュール空間でアクセス 

 

（処置）修理に出してください 
00000006 アドレス 1 

前の 

アドレス 

 

アドレス 2 

割込発生時

点 

 

ライトプロテクトエラー 

KIND,CODE には､スタックに格納しているエラー発生時点とその前のアドレスを

表示 

（処置）ＡＰの不具合の可能性もあるので以下の個所を見直してください 

・ポインタ変数の初期化 

・表示アドレスに 09xxxxxx がある場合、ＡＰのマップでそのアドレス付近の

処理を確認 

ＡＰリンク時に 117 ADDRESS SPACE DUPLICATE が出ていない事を確認 

00000007   リザーブ 
 

 

 SYSTEM ERROR 

 

 ERR : XXXXXXXX 

 KIND : XXXXXXXX 

 CODE : XXXXXXXX 

  ????????????????? 

STK : XXXXXXXX 

・ERR,KIND,CODE は、それぞれの状態を示します。「6.22 

エラーコード表」を参照してください。 

 

・ エラーの名前が出ます。 

・ 発生時のスタックアドレスを表示します。 
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00000008  

00000001 

 

 

 

 

 

 

 

00000002 

00000003 

 

 

00000001 

00000002 

00000003 

00000004 

00000005 

00000006 

FROM アクセス関数で異常を検出 

 イレーズ異常 

  FROM Not Ready 

  電源 OFF→ON 後の Not Ready 

  イレーズタイムアウト 

  ライトタイムアウト 

  中断モードに移行不可 

  中断モードからの復帰不可 

 

 ライト異常      CODE は、全て上記と同様です。 

イレーズ中断異常 

 
（処置）修理に出してください 

00000009 

電 源 履 歴 レ ジ

スタの値 

 

 

00000001 

00000002 

メモリ破壊を検出 

 電源履歴レジスタ(PHR)の値を表示します 

 

  RAM の先頭領域が破壊されている 

  RAM の最後の領域が破壊されている 

 

（処置）ＡＰの不具合の可能性もあるので以下の個所を見直してください 

・ポインタ変数の初期化 

00000010 

電 源 履 歴 レ ジ

スタの値 

00000000 システムデータ異常 

 電源履歴レジスタ(PHR)の値を表示します 

 

（処置）修理に出してください 

00000011 00000000 00000000 RTC ビジー 

 ･ 200μsec 以上、ビジーが解除されない 

 (リセット/レジューム OFF 立ち上げ時にのみ発生) 

 

（処置）修理に出してください 

00000012 

～ 

  リザーブ 
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5.3. システムメニューの転送機能使用時のエラー 

5.3.1. 子機作成 

（１） 子機作成画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示メッセージ 

Ⅰ Ⅱ 

ソウシン(IR) コキサクセイ 

ジュシン(IR) 

 

 

 

（※１）ユーザが直接関係するコードではありません。 

表示メッセージ（Ⅰ） コキサクセイ 
ジュシン(IR) 
 xxxxxxxx.xxx 
 イジョウシュウリョウ 
xxxxxxxx (BIOS) 
xxxxxxxx(PROT) 
******....060% 
1:リトライ 2:エンド エラー種別 

コマンド種別 

カテゴリーコード 

エラー詳細コード 

表示メッセージ（Ⅱ） 

×××××××× 

BIOS エラーコード（※１） 
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（２） エラー情報の取得一覧 

① エラー種別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② コマンド種別 

値 意味 

００ 該当コマンドがありません 

０１ ファイル転送情報コマンド 

０２ ファイル情報コマンド 

０３ ファイル受信要求コマンド 

０４ ファイル追加コマンド 

０５ ファイルデータコマンド 

０６ ファイル削除コマンド 

０７ ファイル移動コマンド 

０８ ディレクトリ作成コマンド 

０９ 日付時刻設定コマンド 

０Ａ 日付時刻取得コマンド 

０Ｂ メッセージ表示コマンド 

０Ｃ ブザー鳴動コマンド 

０Ｄ ファイル情報取得コマンド 

０Ｅ ファイル情報設定コマンド 

０Ｆ ディスク情報取得コマンド 

１０ システム情報取得コマンド 

１１ ＩＤＬＥ通知コマンド 

１２ 終了指示コマンド 

 

送信権局種別（送信権局/被送信権局） 

 0：送信権局 
 1：被送信権局 

動作モード種別（ＨＴモード/ＰＣモード） 

 0：ＨＴモード 
 1：ＰＣモード 

エラー検出局 

 0：自局 
 1：相手局 

予約 

（1 バイト）



DT-300 ソフトウェア解説書                                                        

77 

③カテゴリーコード・エラー詳細コード 

カテゴリ 

コード 

エラー詳

細コード
意味 

００ ００ 正常終了 

ＤＣ～

Ｆ５ 

００ フォーマット指示コマンド（Ａ～Ｚ） 

Ｆ６ ００ 電源 OFF 終了通知 

Ｆ７ ００ リセット指定終了通知 

Ｆ８ ００ 中断キーによる終了通知 

Ｆ９～

ＦＦ 

－ 

正常状態 

 

予約領域 

００ 受信フレームファンクションコード未定義エラー 

０１ 受信フレームサブファンクションコード未定義エラー 

０３ 受信フレームチェックサムエラー 

０４ シーケンスエラー 

０５ シーケンス番号エラー 

０７ 受信フレーム内情報パラメータエラー 

０８ 受信タイムアウト 

０１ 

１０ 

プ ロ ト コ ル エ ラ

ー 

 

コマンドレングスエラー 

０４ ００ ファイルエラー リードオンリィファイルアクセスエラー 

００ 回線オープンエラー ・回線がオープンされていません 

（オープン時にエラーが発生していないか確

認します） 

０１ 使用関数フェーズエラー ・関数の使い方に誤りがあります 

（動作モード／送信権局モードを確認します）

０２ 使用関数 

パラメータエラー 

・関数パラメータに誤りがあります 

（指定パラメータを確認します） 

０３ 指定ファイル 

未検出エラー 

・指定されたファイルが存在しません 

（指定ファイルを確認します） 

０４ 相手局未検出 ・セッション確立待ちタイムアウト 

（通信設定、回線経路を確認します） 

０５ システム日付設定エラー （指定日付を確認します） 

０６ システム時刻設定エラー （指定時刻を確認します） 

０７ タイマ使用エラー ・タイマが登録できませんでした 

（ＡＰで使用しているタイマ数を確認します）

０８ ＣＰＵクロック 

切替えエラー 

（ＣＰＵ切替え禁止状態でないか確認します）

０９ 致命的エラー ・IrDA、通信関数からのエラーです 

（ＬＢの発生等が考えられます） 

０Ａ 通信中回線断エラー ・通信中に回線が切断されました 

（回線経路を確認します） 

１０ 

０Ｂ 

ユーティリティ

エラー 

ドライブ容量不足 ・指定ドライブの容量が足りません 

００ クリエートエラー 

０１ オープンエラー 

０２ リードエラー 

０３ ライトエラー 

０４ シークエラー 

０５ ファイル削除エラー 

０６ ディレクトリ削除エラー 

０７ ファイル名変更移動エラー 

０８ タイムスタンプ設定エラー 

０９ タイムスタンプ取得エラー 

０Ａ ファイル属性設定エラー 

０Ｂ ファイル属性取得エラー 

０Ｃ ディレクトリ作成エラー 

１１ 

０Ｄ 

ファイルエラー

［ファイル関数］

ファイルサイズ変更エラー 

００ フォーマット実行エラー ・フォーマット中にエラー発生しました 

（再フォーマットします） 

０１ 環境設定ファイル 

未存在エラー 

（CONFIG．HTS ファイルが存在しません） 

０２ 環境設定ファイル 

更新エラー 

・CONFIG．HTS 異常です 

（ファイルレイアウトの確認します) 

０３ 相手局不正 ・想定している相手局ではありません 

（相手局を確認します） 

２０ 

０４ 

システム 

メニュー 

通信エラー 

指定ドライブなし (子機作成時、送信側指定ドライブが受信側に

存在しません) 

０ｘ ＦＴＰ部内部エラー ０Ｆ 

１ｘ 

システム異常 

エラー 通信ユーティリティ内部エラー 
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5.3.2. ファイル転送 

（１）ファイル転送画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示メッセージ 

Ⅰ Ⅱ 

ＡＰインストール ソウシン(IR) 

ファイルテンソウ ジュシン(IR) 

 

（※１）ユーザが直接関係するコードではありません。 

 

（２） エラー情報の取得一覧 

エラーコード 意味 

８１０００００１ IOBOX に CONFIG.HIO ファイルがない 

８１０００００２ CONFIG.HIO オープンエラー 

８１０００００３ CONFIG.HIO 読み込みエラー 

８１０００００４ 文法エラー（コマンドが長すぎる） 

８１０００００５ 文法エラー（コマンドの後にスペースキャラクタがない） 

８１０００００６ 文法エラー（不要なキャラクタが記述されている） 

８１００００１０ コマンドエラー（該当するコマンドがない） 

８１００００１１ コマンドエラー（ファイル送信：IOBOX のメモリ指定が不正） 

８１００００１２ コマンドエラー（ファイル受信：IOBOX のメモリ指定が不正） 

８１００００１３ コマンドエラー（ファイル受信：指定したファイルが IOBOX にない）

８１００００１４ コマンドエラー（ファイル削除：IOBOX のメモリ指定が不正） 

８１００００１５ コマンドエラー（フォーマット：IOBOX のメモリ指定が不正） 

 

 

 

表示メッセージ（Ⅰ） コキサクセイ 
ジュシン(IR) 
 xxxxxxxx.xxx 
 イジョウシュウリョウ 
xxxxxxxx (BIOS) 
xxxxxxxx(PROT) 
******....060% 
1:リトライ 2:エンド 

表示メッセージ（Ⅱ） 

HIO プロトコルエラーコード 

BIOS エラーコード（※１） 
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